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ま
ち
か
ど
情
報
局

ま
ち
か
ど
情
報
局

Street  corner  Intelligence  Agency
まちかど情報局まちかど情報局まちかど情報局

　
９
月
４
日
（
富
士
ヶ
嶺
地
区
は
９
月
１
日
）
に
富
士
河
口

湖
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
訓
練
は
、
東
海
沖
を
震

源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
町
内
13

か
所
の
会
場
で
実
施
い
た
し
ま
し

た
。　

　
当
日
は
、
避
難
訓
練
や
初
期
消

火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

町
民
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
河
口
湖
、Ｆ
Ｍ
ふ
じ
や
ま
、Ｆ
Ｍ
富
士
五
湖
と
連
携
し
た

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
、
災
害
時
に
正
確
か
つ
迅
速
に
情
報

を
伝
達
す
る
訓
練
も
同
時
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
も
防

災
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
31
日
を
「
や
さ
い
（
８
３
１
）
の
日
」
と
し
た
「
や
さ
い

の
日
ま
つ
り
」が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
や
プ

チ
ト
マ
ト
す
く
い
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
食
の
大
切
さ
を
考
え
て
も

ら
う
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
で
進
め
て
い
る
食
育
活

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、食
育

絵
画
「
わ
が
家
の
お
か
ず
」
の
作
品

も
展
示
さ
れ
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
事
業
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
み
な
さ
ま
に
も
地
元
の
農
産
品
を
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
25
日
に
死
者
行
方
不
明
者
94
名
と
い
う
未
曽
有
の

大
災
害
を
も
た
ら
し
た
足
和
田
災
害
の
発
生
か
ら
50
年
を

経
過
し
、
足
和
田
災
害
か
ら
の
復

興
を
記
念
し
た
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
西
湖
い
や
し
の
里
根

場
に
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕

や
西
浜
小
学
校
で
の
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
よ

り
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
災
害

の
様
子
や
土
砂
災
害
の
危
険
性
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
土
石
流
災
害
の
原
点
に

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
が

足
和
田
災
害
で
す
。こ
れ
か
ら
先
も
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝

え
て
行
き
、
災
害
の
教
訓
を
生
か
し
て
行
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
本
年
９
月
に
２
０
０
巻
目
の
コ
ミ
ッ
ク
ス
が
発
売
さ
れ

た「
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出
所
」は
、
約
40
年
間
連

載
を
続
け
、多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

　
連
載
終
了
を
惜
し
む
声
も
多
い

本
作
品
を
発
刊
さ
れ
て
い
る
株
式

会
社
集
英
社
の
堀
内
社
長
（
大
石

地
区
出
身
）よ
り
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
全

２
０
０
巻
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
40
年
間
と
い
う
長
い
期
間
連
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
幅
広

い
年
代
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
に
収

蔵
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
堀
内
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
に
、
友
好
都
市
で
あ
る
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ

ト
村
長
、
観
光
局
長
な
ど
で
構
成
す
る
訪
問
団
が
来
町
し
ま

し
た
。

　
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
役
場
庁
舎
を
見
学
し
て
い
た

だ
き
、
生
涯
学
習
館
や
本
会

議
場
等
に
大
変
興
味
を
持

た
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、

７
月
の
表
敬
訪
問
の
際
の

思
い
出
話
等
も
あ
り
、
大
変

和
や
か
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。今
後
も
友
好
都
市
ツ

ェ
ル
マ
ッ
ト
と
の
交
流
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
毎
年
、
敬
老
の
日
を
中
心
に（
株
）カ
ト
リ
ホ
ー
ム
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
町
内
の
高
齢
者
世
帯
の
住
宅
補
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
21
回
目
と
な
る
今
年

も
９
月
19
日
の
敬
老
の
日
に
、
屋

根
等
の
修
繕
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
町
内
で
も
高
齢
者
世
帯
が
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
は
、
地
域
の
安
全
安

心
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　（
株
）
カ
ト
リ
ホ
ー
ム
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
富
士
河
口
湖
町
を
通

じ
て
熊
本
地
震
復
興
お
よ
び
町
の
福
祉
の
向
上
等
を
目
的

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
河
口
湖
オ
ー
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
２
０
１
６
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
96
万
５
百
円

・
富
士
河
口
湖
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

　
貴
重
な
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
富
士
河
口
湖
町
総
合
防
災
訓
練

2
「
や
さ
い
の
日
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た

5
友
好
都
市 

ツェルマッ
ト（
ス
イ
ス
）の
来
町

6
高
齢
者
世
帯
の
住
宅
補
修

7
ご
寄
付
の
ご
紹
介

3
足
和
田
災
害
復
興
50
周
年
記
念
事
業
が

　

行
わ
れ
ま
し
た

4
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出
所

　
（
全
２
０
０
巻
）を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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今
泉
　
匠
翔
　
　
　
寛
　
・
真
　
理
　
船
津

三
浦
　
旭
喜
　
　
英
　
樹
・
千
　
春
　
船
津

岩
村
　
俊
佑
　
　
允
　
人
・
佳
　
奈
　
船
津

石
川
　
煌
都
　
　
朋
　
美
・
美
也
子
　
船
津

大
石
　
紬
稀
　
　
益
　
照
・
希
　
枝
　
船
津

小
池
　
凛
佳
　
　
優
太
郞
・
瑞
　
穂
　
船
津

小
林
　
由
芽
　
　
茂
　
康
・
尚
　
実
　
船
津

渡
邊
　
叶
空
　
　
秀
　
昭
・
美
紗
子
　
船
津

外
川
　
貴
琉
　
　
裕
　
貴
・
理
　
江
　
小
立

竹
川
　
　
結
　
　
　
亮
　
・
ゆ
　
い
　
河
口

中
村
　
浩
人
　
　
忠
　
敬
・
知
　
美
　
河
口

渡
邉
　
結
望
　
　
三
　
成
・
　
舞
　
　
大
石

流
石
　
都
夢
　
　
　
丈
　
・
千
　
夏
　
勝
山

小
山
田
ほ
た
る
　
　
　
光
　
・
知
　
春
　
勝
山

堀
内
　
羽
喜
　
　
翔
　
太
・
瑠
巳
那
　
勝
山

堀
内
　
莉
陽
　
　
幸
　
太
・
の
り
子
　
勝
山

倉
澤
実
乃
梨
　
　
秀
　
貴
・
知
　
夏
　
勝
山

渡
邉
　
　
洋
　
54
歳
　
渡
邉
　
航
平
　
船
津

外
川
　
弥
生
　
66
歳
　
蓑
手
　
太
一
　
船
津

白
壁
　
市
雄
　
89
歳
　
白
壁
　
賢
一
　
船
津

渡
邉
　
　
操
　
70
歳
　
渡
邉
　
真
人
　
船
津

中
村
　
愛
祐
　
59
歳
　
中
村
　
常
仁
　
船
津

相
澤
　
常
正
　
90
歳
　
相
澤
　
秀
夫
　
小
立

水
越
　
　
達
　
73
歳
　
水
越
　
幸
将
　
大
石

◆平成２7年度一般会計決算報告

 歳入総額
122億1,311万7,751円

歳出総額
115億3,419万2,916円

 収支差引額
6億7,892万4,835円

実 質 赤 字 比 率

平成２7年度決算に基づく財政健全化判断比率について

早期健全化基準

早期健全化基準

早期健全化基準

早期健全化基準

13.89 

18.89 

25.0 

350.0 

9.8 

56.3 

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

単位：％ 

固定資産税 軽自動車税町民税 入湯税 遊漁税町たばこ税0

◇使われた金額　    436,934円 ◇納めた金額 (町税) 　158,404円
町民一人当たりで見ると

10,000
0

20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000
100,000

20,000 40,000 60,000 80,000 120,000100,000
⑪諸 支 出 金  
⑩公 債 費
⑨教 育 費

⑦土 木 費
⑥商 工 費
⑤農林水産業費

③民 生 費
②総 務 費
①議 会 費

⑧消 防 費

④衛 生 費

町民税
1,647,280,142

13.5%

町債
1,491,800,000

12.2%

その他
650,159,368

5.3%

繰越金
498,927,549

4.1%

繰入金
341,419,944

2.8%
県支出金

485,667,111
4.0%

各種交付金
661,190,430

5.4%

各種交付金
661,190,430

5.4%

地方交付税
2,724,641,000

22.3%

その他町税
419,812,308

3.4%

固定資産税
2,114,443,386

17.3%

地方譲与税
93,264,000
0.8%

分担金及び
負担金

163,409,181
1.3%

国庫支出金
921,103,332

7.5%

歳    入
122億1,311万7,751円

衛生費
1,453,461,602

12.6%

総務費
1,682,319,044

14.6%

民生費
2,957,203,765

25.6%

教育費
1,535,314,280

13.3%

公債費
1,476,945,471

12.8%

商工費
580,623,656

5.0%

土木費
1,126,964,016

9.8%

消防費
462,769,693

4.0%

議会費
101,224,910

0.9%

農林水産業費
139,809,131

1.2%

諸支出金
17,557,348
0.2%

歳    出
115億3,419万2,916円

平成20年度一般会計決算平成２5年度一般会計決算平成20年度一般会計決算平成２7年度一般会計決算

3,835
63,729

55,060
5,296

17,530

55,060
5,296

17,41221,995
42,691

17,530
52,66958,160
55,46455,949

665

112,024 80,099

62,40262,402

8,587 3,6264,4444,629 2,1272,3142,376 307311
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平成２7年度決算に基づく財政健全化判断比率等を公表します。

健全化判断比率 （単位：％）

実質赤字比率

―

（１３．８９）

連結実質赤字比率

―

（１８．８９）

実質公債費比率

参考　早期健全化基準

９.８

（２５．０）

将来負担比率

５６.３

（３５０．０）

○実質赤字比率
　一般会計等（普通会計を構成する会計）の実質赤字額の標準的な収入に対する比率を示します。

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

○連結実質赤字比率
　全会計の実質的な赤字額の標準的な収入に対する比率を示します。

連結実質赤字額
標準財政規模

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

○実質公債費比率
　全会計において、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企業
債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普通交付税が措置されるものを除く）に充当さ
れたものの占める比率（３ヵ年平均）を示します。

　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、地方公共団体の財政の健全性に関する比率の
公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化、財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行財政の措置を講
ずることにより、地方公共団体の財政の健全化に資することを目的としています。
　公表することとなるのは、健全化判断比率及び資金不足比率です。健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合
または、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議会の議決を経て財政健全化計画等を策定し計画的に健全化
に取り組まなければなりません。
　富士河口湖町の平成２７年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業に係る資金不足比率は次のとおりです。

※元利償還金：イからホまでの合計額
イ　満期一括償還地方債について、償還期間を30年とする元金均等年賦償還とした場合における1年当たりの元金償還金相当額
ロ　一般会計等から一般会計等以外の特別会計への繰出金のうち、公営企業債の償還の財源に充てたと認められるもの
ハ　組合・地方開発事業団（組合等）への負担金・補助金のうち、組合等が起こした地方債の償還の財源に充てたと認められ
　　るもの
ニ　債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの
ホ　一時借入金の利子
※一部事務組合・広域連合の債務を含む

※連結実質赤字額：イとロの合計額がハとニの合計額を超える場合の当該超える額
イ　一般会計及び公営企業（地方公営企業法適用企業・非適用企業）以外の特別会計のうち、実質赤字を生じた会計の実質赤
　　字の合計額
ロ　公営企業の特別会計のうち、資金の不足額を生じた会計の資金の不足額の合計額
ハ　一般会計及び公営企業以外の特別会計のうち、実質黒字を生じた会計の実質黒字の合計額
ニ　公営企業の特別会計のうち、資金の剰余額を生じた会計の資金の剰余額の合計額
※全会計：一般会計等の他、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、介護予防支援事業特別
　会計、水道事業会計、河口湖・足和田・上九一色各簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計、精進特定環境保全公共下水
　道事業特別会計の赤字額の標準財政規模に対する割合です。平成２７年度決算における実質収支及び資金剰余額は
　１，２７６,０３５千円の黒字となっているため連結実質赤字比率はありません。

※実質赤字の額＝繰上充用額＋（支払繰延額＋事業繰越額）
※一般会計等の実質赤字額：一般会計、本栖下水道事業特別会計、温泉事業特別会計、船津公園墓地事業特別会計、小立公園
　墓地事業特別会計、勝山墓地事業特別会計、河口湖治水事業特別会計、小立簡易郵便局事業特別会計、富士ヶ嶺簡易郵便局
　事業特別会計。平成２７年度決算における実質収支は６８１，６８３千円の黒字となっているため実質赤字比率はありません。
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将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

○資金不足比率
　各公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率

資金の不足額
事業の規模

水道事業会計

河口湖簡易水道事業特別会計

足和田簡易水道事業特別会計

上九一色簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

精進特定環境保全公共下水道事業特別会計

―

―

―

―

―

―

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

271,390

32,057

4,760

15,605

27,026

1,100

資金不足比率
（単位：％・千円）

資金不足比率特別会計の名称 経営健全化基準 資金剰余額

船 津 財 産 区

小 立 財 産 区

大 石 財 産 区

河 口 財 産 区

西 深 沢 財 産 区

勝 山 財 産 区

長 浜 財 産 区

西 湖 財 産 区

大 嵐 財 産 区

青木ケ原財産区

精 進 財 産 区

本 栖 財 産 区

富士ヶ嶺 財産区

大 室 山 財 産 区

小立簡易郵便 局

富士ヶ嶺簡易郵便局

79,946,792 

99,234,436 

6,871,749 

19,818,562 

472,983 

67,362,910 

2,001,367 

6,227,289 

11,676,534 

4,837,457 

723,366 

233,100 

591,500 

1,071,331 

4,039,090 

3,096,274   

547,372,580 

472,276,120 

34,035,348 

96,902,611 

1,866,428 

119,583,578 

2,626,606 

7,188,522 

13,498,519 

5,105,798 

4,463,882 

565,013 

4,439,714 

1,382,798 

14,306,638 

4,943,052 

会　　計　　別 歳入総額 歳出総額

（単位：円）

河口湖治水事業

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

介護予防支援事業

船 津 公 園 墓 地

小 立 公 園 墓 地

勝 山 墓 地

河口湖 簡易水道

足和田簡易水道

上九一色簡易水道

下 水 道 事 業

本栖下水道事業

精進特環下水道事業

温 泉 事 業

7,436,573 

3,311,305,469 

216,216,441 

1,720,758,061 

16,370,411 

8,889,909 

6,330,100 

685,610 

256,922,093 

33,232,425 

103,657,377 

1,044,122,263 

38,689,590 

26,301,530 

63,602,674  

25,023,099 

3,397,255,490 

216,240,647 

1,877,198,005 

16,370,411 

11,185,380 

8,950,327 

2,694,338 

288,979,492 

37,992,794 

119,262,351 

1,071,148,065 

39,416,715 

27,401,858 

70,592,712     

会　　計　　別 歳入総額 歳出総額

特別会計決算報告

○将来負担比率
　全会計が負担する実質的な負債の残高の標準的な収入（元利償還金に係る基準財政需要額算入額を除く）に対する比率を
示します。
　自治体のメインの会計である一般会計等が将来負担すべき債務（＝公営事業会計＋一部事務組合等＋地方公社・第三セクタ
ー等の分を含む）が標準財政規模から元利償還金等に係る基準財政需要額算入額を控除した額の何倍あるかを示しています。

※資金の不足額：資金の不足額（法適用企業）＝（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債
　の現在高－流動資産）－解消可能資金不足額
　資金の不足額（法非適用企業）＝（繰上充用額＋支払繰延額・事業繰越額＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために
　起こした地方債現在高）－解消可能資金不足額
 （一般会計等の実質赤字額に相当するもの）
　平成２７年度の各公営企業会計は資金剰余となっていますので資金不足比率はありません。

※　将来負担額：イからチまでの合計額
イ　一般会計等の当該年度の前年度末における地方債現在高
ロ　債務負担行為に基づく支出予定額（地方財政法第5条各号の経費等に係るもの）
ハ　一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に充てる一般会計等からの負担等見込額
ニ　当該団体が加入する組合等の地方債の元金償還に充てる当該団体からの負担等見込額
ホ　手当支給予定額（全職員に対する期末要支給額）のうち、一般会計等の負担見込額
ヘ　地方公共団体が設立した一定の法人の負債の額、その者のために債務を負担している場合の当該債務の額のうち、当該法
　　人等の財務・経営状況を勘案した一般会計等の負担見込額
ト　連結実質赤字額
チ　組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等の負担見込額
※充当可能基金額：イからヘまでの償還額等に充てることができる地方自治法第241条の基金
※一部事務組合・広域連合の債務を含む
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町からのお知らせ町からのお知らせ
　
９
月
20
日
よ
り
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
と
障
害
・
遺

族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。該

当
者
に
は
９
月
中
旬
に
申
請
書
を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
障
害

・
遺
族
年
金
の
５
月
分
受
給
者
で
左
記
に
該
当
し
て
い
て
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
も
の（
年
金
証
書
、
年
金
額
改
定
通
知
書
、
年
金
振
込
通
知
書
、

振
込
通
帳
）を
持
参
し
、福
祉
推
進
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

○
対
象
者

・
平
成
28
年
１
月
１
日
に
富
士
河
口
湖
町
に
住
民
登
録
が
あ
っ

　
た
者
で
、
平
成
28
年
度
分
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
者
　

※

未
申
告
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

・
左
記
の
方
で
、
課
税
者
の
扶
養
、
専
従
者
等
に
な
っ
て
い
な
い

　
者
等

・
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
等
を

　
受
給
し
て
い
る
方

・
共
済
組
合
等
が
支
給
す
る
障
害
年
金
又
は
船
員
障
害
年
金
受

　
給
者
で
障
害
等
級
が
１
級
又
は
２
級
の
方

・
高
齢
者
向
け
給
付
金（
３
万
円
）を
受
給
し
て
い
な
い
方

・
給
付
金
額
　
対
象
者
１
名
に
つ
き
３
０
，０
０
０
円

○
持
参
す
る
も
の

・
振
込
先
の
通
帳
、
印
鑑
、
来
庁
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

　
証
、保
険
証
等
）

※

支
給
は
１
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

※

受
付
期
間
は
９
月
20
日
よ
り
12
月
22
日
と
な
り
ま
す
。

※

受
付
場
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
福
祉
推
進
課

　
協
賛
店
舗
で
「
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
を
提
示
す
る

と
、様
々
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
山
梨
県
内
に
限
り
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
全
国

の
協
賛
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、こ
の
機
会
に
受
け
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。（
現
在
お
持
ち
の
方
は
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。）

■
交
付
先
　
町
役
場
福
祉
推
進
課

　
　
　
　
　（
手
続
き
簡
単
・
即
時
交
付
）

■
対
　
象
　
妊
婦
、
18
歳
未
満
の
お
子
様
が
い
る
世
帯
（
保
険
証

　
　
　
　
　
や
母
子
手
帳
な
ど
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。）

○
平
成
25
年
10
月
以
前
の
旧
カ
ー
ド
（
白
）
を
お
持
ち
の
方
は
新

　
カ
ー
ド（
水
色
）に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い

○
使
え
る
お
店
等
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
・
対
象
は
、
「
や
ま
な
し
　
子

　
育
て
応
援
」で
検
索

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
身
体
障
害
者
相
談
員
２
名
、
知
的
障
害
者

相
談
員
１
名
、
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
１
名
が
障
害
者
の
み
な
さ

ん
の
相
談
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
３
回
の
相
談
日

■
日
　
時
　
10
月
18
日（
火
）　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所
　
役
場
　
１
階
　
１
０
４
会
議
室

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に
相
談
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
様
々
な
理
由
か
ら
、
学
校
や
仕
事
な
ど
外

と
の
交
流
を
避
け
、
社
会
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
買
い
物
な
ど
に
は
外
出
で
き
る
方
か
ら
、
自
宅
か
ら
一
歩
も

外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
ま
で
、
そ
の
状
況
は
様
々
で
す
。

一
人
で
悩
ん
で
い
た
り
、
家
族
だ
け
で
な
ん
と
か
し
よ
う
と
し
て

も
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
、
思
い
切
っ
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
窓
　
口
　
町
役
場
福
祉
推
進
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

社
会
福
祉
係
　
℡
72-

６
０
２
８

　
　
　
　
　
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
℡
０
５
５-

２
５
４-

７
２
３
１

■
時
　
間
　
平
日
９
時
〜
12
時
　
13
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　（
国
民
の
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
次
の
日
程
に
よ
り
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
た
緊
急
地
震
速
報

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
よ
り
次
の
と
お
り
放
送
が
あ
り
ま
す
の
で
、

地
震
か
ら
身
を
守
る
安
全
行
動
を
と
っ
て
下
さ
い
。

〇
地
震
か
ら
身
を
守
る
安
全
行
動
〇

　
１
　
身
の
ま
わ
り
の
安
全
な
場
所
を
見
つ
け
て
移
動
す
る

　
２
　
姿
勢
を
低
く

　
３
　
頭
を
守
っ
て

　
４
　
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
じ
っ
と
す
る

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）と
は
、
人
工
衛
星
を

用
い
て
、
大
地
震
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
の
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
皆
さ
ま
へ
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

　
防
災
無
線
よ
り
次
の
と
お
り
テ
ス
ト
放
送
が
あ
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
で
は
、「
ご
み
の
適
切
な
分
別
と
・
資
源
化
・
減
量
化
」を
進

め
、
ご
み
処
理
費
削
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
家
庭

系
ご
み
・
事
業
系
ご
み
共
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
、
指
定
ご
み
袋
の
使
用
の
徹
底
と
ご
み
の
排
出
量

削
減
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
21
日（
月
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
町
内
在
住
者

　※

た
だ
し
、１
組
に
２
名
以
上
の
町
内
在
住
者
が
い
る
こ
と
。

●
問
合
先　

福
祉
推
進
課　

℡
７
２-

６
０
２
８

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

●
問
合
先　

福
祉
推
進
課　

℡
７
２-

６
０
２
８

第
３
回
障
害
者
相
談
日
開
設
に
つ
い
て

●
問
合
先　

総
務
課　

℡
７
２-

１
１
１

緊
急
地
震
速
報
訓
練・全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

●
問
合
先　

環
境
課　

℡
７
２-

３
１
６
９

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

福
祉
推
進
課　

℡
７
２-

６
０
２
８

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
相
談

●
問
合
先　

福
祉
推
進
課　

℡
７
２-

６
０
２
８

や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
が

　
　
　

全
国
で
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

●
問
合
先　

総
務
課　

℡
７
２-

１
１
１
２

第
42
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
会

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
訓
練

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
訓
練

指
定
ご
み
袋
使
用
の
徹
底
に
つ
い
て

指
定
ご
み
袋
使
用
の
徹
底
に
つ
い
て

「
緊
急
地
震
速
報
訓
練
」

　
平
成
28
年
11
月
４
日（
金
）　
午
前
10
時
こ
ろ

「
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
」 

　
平
成
28
年
11
月
29
日（
火
）　
午
前
11
時
こ
ろ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
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町からのお知らせ町からのお知らせ
■
プ
レ
イ
代
　
１
０
，１
８
０
円

　
　
　
　
　
　（
税
・
カ
ー
ト
代
・
諸
経
費
・
昼
食
含
む
）

　
但
し
、２
Ｂ（
バ
ッ
ク
）は
追
加
料
金
２
，１
６
０
円

　
　
　  

３
Ｂ（
バ
ッ
ク
）は
追
加
料
金
　 

５
４
０
円

■
申
込
日
時
　

　
10
月
13
日（
木
）　
午
前
９
時
か
ら
　
船
津
地
区
在
住
者

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
　
船
津
地
区
以
外
在
住
者

※

今
回
は
船
津
地
区
在
住
者
か
ら
優
先
的
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
　
10
月
13
日
（
木
）
〜
11
月
９
日
（
水
）　
　
　
　
　

　（
既
定
組
数
に
な
れ
ば
、締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。）

＊
申
込
み
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

　
高
校
生
・
大
学
生
・
社
会
人
の
10
代
〜
20
代
の
皆
さ
ん
！

一
緒
に
ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
進
学
や
就
職
等
で
生
活
環
境
が
変
わ
り
、
そ
の
後
の
食
生
活
を

決
め
る
大
事
な
時
期
の
世
代
に
お
く
る
、
自
立
に
向
け
た
実
践
的

な
教
室
で
す
。

■
日
　
時
　
11
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
会
　
場
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

■
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
10
〜
20
歳
代
の
男
女

■
内
　
容
　
食
生
活
の
お
は
な
し
、調
理
実
習
、試
食
な
ど

■
費
　
用
　
無
料

■
定
　
員
　
20
名

■
持
ち
も
の
　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、エ
プ
ロ
ン

■
申
込
締
切
　
11
月
10
日（
木
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

　
今
年
４
月
以
降
、
県
内
で
は
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
乗
用
草
刈
り
機
の
転
落
や
、
作
業
中

に
機
械
と
木
の
間
に
挟
ま
れ
る
な
ど
、
農
業
機
械
を
使
用
中
の
事

故
、ま
た
、脚
立
等
か
ら
の
転
落
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を

「
農
作
業
安
全
運
動
の
重
点
期
間
」と
し
て
、
各
関
係
機
関
の
協
力

を
得
な
が
ら
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
な
農
作
業
の
推
進
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
て
、
農
業
機
械
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

○
作
業
時
は
作
業
に
適
し
た
服
装
と
す
る
。　 

○
ほ
場
の
出
入
り
、あ
ぜ
越
え
に
注
意
す
る
。

○
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る
。　 

○
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

○
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。　

○
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
目
印
な
ど
で
目
立
た
せ
る
。

○
で
き
る
限
り
一
人
で
作
業
し
な
い
。　
　
　
　
　

　
少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
農
作
業

は
、
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
慎
重
に
！
」を
合
言
葉
に
、
農
作
業
安
全
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　「
や
ま
な
し
働
き
方
改
革
共
同
宣
言
」は
、
平
成
28
年
３
月
29
日

に
山
梨
労
働
局
が
、
山
梨
県
、
山
梨
県
経
営
者
協
会
、
山
梨
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
、
山
梨
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
山
梨
県
商
工

会
連
合
会
、
日
本
労
働
組
合
山
梨
県
連
合
会
の
６
団
体
に
呼
び
か

け
、
政
・
労
・
使
７
団
体
が
共
同
で
行
っ
た
共
同
宣
言
で
す
。す

べ
て
の
人
々
が
健
康
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で

き
る
職
場
環
境
の
実
現
と
、
人
材
確
保
、
労
働
生
産
性
の
向
上
な

ど
に
よ
る
各
企
業
と
山
梨
県
全
体
の
発
展
の
実
現
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
富
士
河
口
湖
町
に
お
い
て
「
や
ま
な
し
働
き
方
改
革

共
同
宣
言
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
平
成
28
年
９
月
16
日
に
賛
同
署
名

し
ま
し
た
。町
内
の
事
業
者
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
も
今
ま
で
の

働
き
方
を
振
り
返
り
、改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

農
林
課　

℡
７
２-

１
１
１
５

農
作
業
は
安
全
第
一
に

〜
や
ま
な
し
働
き
方
改
革
共
同
宣
言
に

　
　
　
　
　
　
賛
同
署
名
を
行
い
ま
し
た
〜

●
問
合
先　

健
康
増
進
課　

℡
７
２-

６
０
３
７

『
食
が
育
む
元
気
な
か
ら
だ
と

　
　
　
　
ゆ
た
か
な
心
ふ
じ
か
わ
ぐ
ち
こ
』

10
代
〜
20
代
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

食
育
教
室
を
開
催
し
ま
す

10
代
〜
20
代
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

食
育
教
室
を
開
催
し
ま
す

11
月
号
広
報

　

11
月
３
日
㊍
配
布
予
定

広
報
誌
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
政
策
財
政
課
（
渡
辺 

和
馬
） 

℡
７
２-

１
１
２
９

恒例の富士山マラソンを来る１１月２７日（日）に開催いたします。
開催に伴い、当日、河口湖及び西湖地区において交通規制を行います。
住民の皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ぜひご理解の上、
ご協力をお願いいたします。
不明な点がありましたら、観光課までお問い合わせください。 
℡：72‐3168

※交通規制図は富士河口湖町観光情報サイトに掲載してあります。

http://www.fujisan.ne.jp

富士山マラソンに伴う交通規制ご協力のお願い
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ

　ボランティアガイドとして、世界遺産「富士山」の紹介を
してみませんか。※山梨県富士山世界遺産ガイド会会則の
遵守と研修の修了が必要になります。
■期間   
　・研修期間　平成28年10月～12月の土曜日(全10回)
　・委嘱期間　平成29年１月～平成30年12月（予定）
■場所   山梨県立富士山世界遺産センター　ほか
■応募資格 
　１．満20歳以上(平成28年9月30日までに満20歳に達
　　 する者を含む。)
　２．全講座参加可能であること（主に土曜日実施）
　３．世界遺産ガイドとして活動が可能であること
　　（月１回以上）
■内容  世界遺産富士山にかかわる展示案内の講習　ほか
■参加費　無料（富士山世界遺産ガイドに対する謝礼はあ
　　　　　りません。また研修受講に要する交通費等も御
　　　　　本人の負担となります。）
■定員   40名程度 （応募者多数の場合は先着順となります。）
■応募方法   
　富士山世界遺産センターホームページ
　　　　　　　 より募集要綱を御確認いただき、申し込み
用紙に記入の上、郵送、FAX、Eメールにてお申し込みくだ
さい（募集要綱、申し込み用紙は町役場政策財政課でも配
付しています）。
・郵送先
　〒401-0301　山梨県南都留郡富士河口湖町船津　　
　　　　　　　　6663-1
　山梨県立富士山世界遺産センター内情報発信スタッフあて
・FAX送付先　fax番号: 72-2337
・Eメール送信先　fujisan-whc@pref.yamanashi.lg.jp
■応募期間　９月12日（月）～10月14日（金）必着

　
■講師　高濱　正伸　氏（花まる学習会 代表）
■日時　10月14日（金）　19～21時（開場18時40分） 
■会場　富士吉田市立吉田小学校体育館
■参加費　500円　　■定員　100名

■日時　１０月２２日（土）13:00～15:30
■会場　河口湖ステラシアター
■入場　無料
■出演団体　警察音楽隊、富士五湖ウインドオーケストラ
　　　　　　・大月吹奏楽団合同パンド、富士学苑中学高
　　　　　　等学校JAZZバンド部
■ゲスト　5人組アイドルグループ「神宿」・ウルトラマン

■内容　警察音楽隊・吹奏楽団の合同演奏、「神宿」の一
　　　　日警察署長、ウルトラマンとの握手・撮影会、パト
　　　　カー等の展示、似顔絵・制服試着コーナー、ホー
　　　　ムセキュリティ、反射材の紹介展示など

　JA北富士では、県、町と協力し、今期栽培を振り返った
疑問点や次期栽培に向けての課題を解消するための園芸
（家庭菜園）相談会を次のとおり開催します。些細な事から
お気軽にご相談ください。
■日時　平成28年10月15日（土）・16日（日）
　　　　午前10時～午後2時
■会場　JA北富士 小立支所

　国の教育ローンは高校・大学等へ入学または在学する学
生・生徒の保護者向けの公的融資制度です。入学時や在学
中にかかる費用の融資を固定金利で利用できます。融資対
象の学校と利用できる世帯の年収に要件があります。詳し
くは、お問い合わせください。
■融資限度額　学生・生徒１人につき３５０万円
■利率　年１．９０％（平成２８年９月７日現在）

　10月1日から7日は公証週間です。あなたの大切な財産を
守るため、国の機関である公証役場を活用してください。
公証役場は遺言書の作成、金銭・土地・建物の貸借、離婚
に伴う慰謝料・養育費・財産分与等に関する大切な契約
を公正証書で作成しています。公証証書
作成のための相談（秘密厳守）は無料で
す。お気軽にご相談ください。なお、日本
公証人連合会においても10月1日～10月
7日まで（全7日間）電話相談を行ってお
ります。（ＴＥＬ ０３-３５０２-８２３９）

■日時　10月22日(土)、23日(日)
■会場　県立男女共同参画推進センター　ぴゅあ富士
■内容
　23日14時～15時30分
　記念講演　「男女のパフォーマンスの最大の違い」
　　　　　　　　　～感情が大切な女、事実中心の男～
　講師：佐藤綾子さん(日本大学藝術学部教授)
ほか体験コーナー、活動発表、展示、バザーなど

●問合先　県立富士山世界遺産センター 　℡72-2314

「山梨県富士山世界遺産ガイド」
　　　　　　　　　　　候補生募集

●問合先　富士五湖青年会議所　℡24-0771

公益社団法人富士五湖青年会議所
　　　　　　10月例会

●問合先　富士吉田警察署生活安全課　℡22-0110

地域安全・安心フェスティバル２０１６
　　　　　　inふじやま

●問合先　日本政策金融公庫「教育ローンコールセンター」

　℡0570-008656

国の教育ローン
　　（入学時や在学中の費用を支援）

●問合先　ＪＡ北富士小立支所　℡72-1518

園芸（家庭菜園）相談会の開催について

●問合先　大月公証役場　℡0554-23-1452

公証役場の利用について

●問合先　ぴゅあ富士 　℡0554-45-1666

ぴゅあ富士からお知らせ

講演　わが子を「メシが食える大人」に育てる
　　　　　　～親だからできること～

フェスティバル2016　
認め合い　個性生かそう　参画社会

（http://www.
fujisan-whc.jp）
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■日時　10月23日（日）11：00～/13：30～（2回公演）
■会場　久保田一竹美術館中庭

■日時　10月26日（水）9：30～17：30（最終入館17：00）
■両日とも富士河口湖町民の方は入館料無料

　（条件：受付にてご本人・ご住所の確認ができるものを提示）

■日時　10月15日（土）　14：00開演
■場所　忍野村民ふれあいホール　
■講師　橋本　大二郎　先生
■演題　「地域自立型の国づくり　
　　　　　　　　　～未来のあるべき国の形～」
■主催　富士急行株式会社・公益財団法人 堀内浩庵会
■入場料　無料　　■定員 先着500名
■申込　申込先に電話・郵送またはEメールで、郵便番号・
　住所・氏名・電話番号・職業をご連絡ください。先着500名
　様に入場整理券をお送りいたします。なお、郵送でのお申
　し込みは10月7日までにお送りください。（当日消印有効）
■申込先　〒403-0017　富士吉田市新西原5-2-1
　　　　　富士急行（株）内　富士急経済講演会事務局
　　　　　℡22-7111　　メール：somubu@fujikyu.co.jp

■日時　10月30日(日)　開場14時　開演14時30分
■会場　ふじさんホール
■入場料　無料　
■指揮　渡辺　公男　　■ピアノ　倍田　敏江

■日時　 10月22日(土)・23日(日)
■会場　富士カーム
■プログラム　22日　受付12：00～　開会　12：30
　　　　　　・基調講演・パネルディスカッション・
　　　　　　　　　　　　　徐福伝説ライブ・研究発表
　　　　　　  23日　9：00～14：00　徐福伝承地見学会
■主催　富士山徐福学会

■日時　11月5日（土）　18時～20時30分
■場所　北原ミュージアム（富士河口湖町小立1204-2）

■プログラム　
　 18：00　開場　18：30　開会　18：45～忍者Fujiyamaの
　「星空スペシャルタイム」～インターネットラジオの生放送～
　19：15～　星空コンサート　20：00　ライトダウン
　20：01～　星空案内　20：01～星空案内　20：25分～　
　「星つむぎのうた」をみんなで歌おう　20：30　閉会

■日時　10月16日(日)　午後1時～3時
■場所　富士吉田市民会館3F　小ホール
■講師　三遊亭白鳥　氏　　■参加料　無料

　富士山検定は世界遺産をテーマとした内容にリニューアル
しました。世界の宝となった「富士山」が大好きな人たちのた
めの検定試験です。是非、チャレンジしてください！

■受験料　一般　1000円（受験資格制限はありません）
　　　　　ジュニア　無料（15歳以下もしくは中学3年生まで）
■出題範囲　富士山基礎問題20問、世界遺産関連問題30問
※全50問のうち20問(問1～問20)がジュニアの対象問題です。
■受験方法　①チラシ又は「富士山検定ホームページにて
　　　　　　　 検定問題を入手(全50問)
　　　　　　②解答用紙は事務局に返送。受験者の住所に
　　　　　　　振込用紙を郵送しますので11月30日までに
　　　　　　　お振込みください。
（注意　受験料をお振込みいただけない場合は採点されません。）
■認定条件　一般　50問中35問以上正解で合格。カードタ
　　　　　　　　　イプ合格証を郵送します。
　　　　　　ジュニア　20問中14問以上正解で合格。ハガ
　　　　　　　　　　  キタイプ合格証を郵送します。
■提出期限　2016年11月11日(金)必着

■日時　11月13日（日）13時～17時
■会場　ぴゅあ総合2階
　　　　基調講演「今さら聞けない投資の“ヒミツ”」
■講師　ひふみ投信　レオス・キャピタルワークス(株)代表　
　　　　取締役社長　最高投資責任者　藤野　英人氏　
　　　　その他3講座
　　　　参加無料
■無料相談会　4組　各50分（要予約）

久保田一竹美術館からお知らせ久保田一竹美術館からお知らせ
●問合先　久保田一竹美術館　℡76-8811

第26回富士急経済講演会第26回富士急経済講演会
●問合・申込先　事務局 ℡22-7111

富士山徐福フォーラム国際大会富士山徐福フォーラム国際大会
●問合先　実行委員会事務局　℡090-3240-0092

FPフォーラム山梨2016FPフォーラム山梨2016
●問合先　日本FP協会山梨支部　℡055-236-5770

コーロ河口湖創立25周年記念コンサート
想いを告げる…
コーロ河口湖創立25周年記念コンサート
想いを告げる…

●問合先　℡090-2659-0765（外川）

公益社団法人富士五湖薬剤師会
　　　　　　第4回「市民公開講座」
公益社団法人富士五湖薬剤師会
　　　　　　第4回「市民公開講座」

●問合先　 (公社) 富士五湖薬剤師会事務局　℡21-1516

世界遺産！
　　富士山検定2016開催のご案内
世界遺産！
　　富士山検定2016開催のご案内

●問合先　富士吉田商工会議所　℡24-7111

ライトダウンやまなし2016
　星の輝きにふれる集いin富士北麓
ライトダウンやまなし2016
　星の輝きにふれる集いin富士北麓

●問合先　富士山クラブ　℡20-4600 (佐伯)

富士山火焔太鼓公演　仰響

「笑いと健康の科学」

開館記念日
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富
士
河
口
湖
町
体
育
協
会
は
平
成
二
十
八
年
度
町
制
祭
記
念

ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開
会
式
に
お
い
て
、
体
育
功
労
者
、
特
別

体
育
功
労
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
体
育
功
労
者
・
特
別
体

育
功
労
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

渡
辺
　
悦
雄
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

三
浦
　
孝
江
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

古
屋
　
あ
さ
子
　
ス
キ
ー
部

原
　
香
代
子
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

白
鳥
　
　
誠
　
　
体
育
協
会
　
船
津
支
部

堀
内
　
奈
美
　
　
剣
道
部

佐
藤
　
優
衣 

　
第
38
回
山
梨
県
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　

　
女
子
の
部
　
第
２
位 

　
　  

池
谷
　
和
実 

　
第
38
回
山
梨
県
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　

　
女
子
の
部
　
第
２
位 

　
　  

河
口
湖
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
第
47
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
山
梨
県
予
選
会
　
第
２
位
　
　
　

外
川
　
仙
造
　
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
山
梨
県
予
選

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
第
１
位 

　  

宮
下
　
啓
三
　
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
山
梨
県
予
選

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
第
１
位 

　  

坂
本
　
竜
一
　
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
冬
季
大
会

　
　
ス
キ
ー
競
技
会
　
大
回
転
競
技
　
第
３
位 

　

坂
本
　
栄
樹 

　
第
30
回
全
日
本
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
テ
ク
ニ
カ
ル
選
手
権
大
会
　

　
一
般
男
子
　
第
２
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
佐
野
　
月
詩
　
第
８
回
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ふ
じ
て
ん
杯

　
小
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
キ
ー
大
会
　
小
学
３
・
４
年
女
子

　
第
２
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
　
美
咲
　
第
８
回
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ふ
じ
て
ん
杯

　
小
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
キ
ー
大
会
　
小
学
３
・
４
年
女
子

　
第
３
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
　
明
日
香 

　
平
成
28
年
度
県
下
高
等
学
校
柔
道
新
人
体
重
別
選
手
権
大
会

　
女
子
個
人
57
㎏
級
　
第
１
位
　
　
　
　

都
築
　
千
空
姫 

　
文
部
科
学
大
臣
杯
平
成
28
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

　
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
５
０
０
ｍ
　

　
第
６
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
　
稚
奈 

　
文
部
科
学
大
臣
杯
平
成
28
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

　
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
２
０
０
ｍ

　
第
６
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
　
良
吉 

　
第
24
回
関
東
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
茨
城
大
会

　
県
予
選
会
　
第
１
位
　
　
　
　

柏
木
　
綾
子
　
第
３
回
富
士
北
麓
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
第
１
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
　
恒
子
　

　
第
28
回
山
梨
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
　

　
第
２
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
口
湖
南
中
学
校
　
弓
道
部

　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　
弓
道
の
部
　

　
男
子
団
体
　
第
２
位
　
　
　
　
　
　
　
　

河
口
湖
南
中
学
校
　
弓
道
部

　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　
弓
道
の
部

　
女
子
団
体
　
第
２
位
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
　
佳
那
　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
弓
道
の
部
　
男
子
個
人
　
第
３
位
　
　
　

河
口
湖
南
中
学
校
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
男
子
の
部
　
第
１
位
　
　
　
　
　
　
　
　

河
口
湖
南
中
学
校
　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
　
第
３
位
　

渡
邉
　
光
太
郎
　
第
36
回
山
梨
県
中
学
校
選
手
権
大
会

　
相
撲
の
部
　
軽
量
級
個
人
　
第
３
位
　
　

河
口
湖
南
中
学
校
　
相
撲
部

　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　

　
相
撲
の
部
　
団
体
　
第
３
位
　
　
　
　
　

河
口
湖
南
中
学
校
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子 

　
第
35
回
山
梨
県
中
学
校
新
人
大
会
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
　

　
男
子
団
体
　
第
３
位
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
俣
　
安
紀
乃
　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
柔
道
の
部
女
子
　
44
㎏
級
個
人
　
第
３
位 

渡
邉
　
愛
菜
　
第
41
回
山
梨
県
中
学
校
新
人
大
会
　
柔
道
の
部

　
女
子
　
57
㎏
級
個
人
　
第
２
位
　
　
　
　

荒
井
　
紫
花
　

　
第
25
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
県
予
選
　
団
体
戦
　

　
第
２
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
　
珠
利
亜 

　
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
カ
ヌ
ー
競
技

　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０
ｍ
　
第
６
位

伊
藤
　
昂
輝 

　
平
成
28
年
度
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　　第
２
位
　　

渡
邉
　
森
人

　
平
成
28
年
度
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　　第
８
位
　　 

体
育
功
労
者
及
び

特
別
体
育
功
労
者
を
表
彰
！

富
士
河
口
湖
町
体
育
功
労
者

富
士
河
口
湖
町
特
別
体
育
功
労
者
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仲
田
　
翼

　
平
成
28
年
度
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
　
第
５
位
　
　

和
田
　
龍
人
　
平
成
28
年
度
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
　
第
５
位
　
　

勝
俣
　
優
那
　
平
成
28
年
度
山
梨
県
高
等
学
校
新
人
大
会

　
カ
ヌ
ー
競
技
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
第
３
位

齋
藤
　
陸
　
第
36
回
全
日
本
中
学
選
手
権
競
漕
大
会

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
第
７
位
　
　
　

新
井
　
ひ
か
り
　
第
67
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
水
泳
競
技
　
女
子
背
泳
ぎ
１
０
０
ｍ
　
第
１
位

流
石
　
伸
之
輔
　
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
ボ
ー
ト
競
技
山
梨
県
予
選
　
男
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル

　
第
１
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
一
　
豪
己
　
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

　
ボ
ー
ト
競
技
山
梨
県
予
選
　
男
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル

　
第
１
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
　
め
い
　
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

　
ボ
ー
ト
競
技
山
梨
県
予
選
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　

　
第
１
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
舘
　
優
太
　
平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

　
ボ
ー
ト
競
技
山
梨
県
予
選
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

　
第
３
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
翔
大
　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
平
成
28
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
３
位
　
　
　
　
　
　

多
田
良
　
樹
生 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
平
成
28
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
３
位
　
　
　
　
　
　

西
畑
　
朱
　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
平
成
28
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
第
４
位
　
　
　
　
　
　
　

小
佐
野
　
広
大
　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
平
成
28
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
第
４
位
　
　
　
　
　

渡
邊
　
青
空
　

　
文
部
科
学
大
臣
杯
平
成
28
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

　
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
２
０
０
ｍ

　
第
６
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
拓
馬 

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会
　

　
中
学
生
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
　
第
１
位
　

渡
邉
　
舜
太
　

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会
　

　
中
学
生
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
　
第
１
位
　

仲
田
　
大
地 

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会
　

　
中
学
生
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
２
位 

松
本
　
薫
弥 

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

　
中
学
生
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
５
位 

小
佐
野
　
貴
富 

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会
　

　
中
学
生
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
第
５
位 

和
田
　
茉
紘 

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

　
中
学
生
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
第
６
位 

渡
邉
　
愛
美 

　
平
成
28
年
度
関
東
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

　
中
学
生
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
第
７
位 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

今年初めての開催です。

全８コース（４～１０ｋｍ）から

お好きなコースをお選びください。

ゴール後には、各地域の

ご当地グルメをサービスします。

地元の方は参加料８００円

　　　　　　　　  （通常１，０００円）。

湖の景色と紅葉をお楽しみください。

お問い合わせ　富士山国際ノルディック協会　℡７２－６２２０

まるごと富士河口湖町

紅葉まつり
ウォーキング
 参加者募集！ ●七福神めぐりコース（約5㎞） ●河口湖ロングコース（約10㎞）

●奥河口湖コース（約6㎞） ●かつやま・こだちコース（約6㎞）
●おおいしコース（約6㎞） ●西湖コース（約4㎞）
●精進湖コース（約8㎞）   ●本栖湖コース（約8㎞）
※ポールを使用するノルディックウォークキングと通常のウォーキングの
　どちらでも参加できます。
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粗大ごみ

申込先と問合せ先 （平日8：30～17：00まで）
富士河口湖町役場　環境課　環境整備係　TEL７２-３１６９

　粗大ごみの収集については、従前のステーション収集が「大量の事業系ごみ出し」「他市町村からの 越境ごみ防止」「他
市町村の処理費有料化の動き」「収集費用の増大」「ごみの分別、リサイクル活動への移行啓発」等の観点より、H２７年４
月より、４,１０月に町内６カ所と船津のリサイクルセンターでの収集を毎月実施する方式へ変更しました。　   
　その際、町民へのアンケートを実施し「粗大ごみ出し困難者への支援の必要性」へのお声を多くいただきました。
　本年１月実施では約１０軒、500㎏、４月に１５軒、1,000㎏収集しました。この粗大ごみ収集支援事業を１０月に実施し
ますのでお知らせします。　　         
　必要性や意義が認められる場合については、今後も実施していきたいと考えていますのでご利用くださるようご案内いた
します。　         

富士河口湖町　粗大ごみ出し困難者のための
「収集支援事業」の案内

次に該当する世帯で、自らがごみを集積所に出すことが困難で、
かつ身近な人の協力を得られない世帯です。
　⑴ 65歳以上の者のみで構成される世帯
　⑵ 障がい者のみで構成される世帯
　⑶ その他町長が必要と認める世帯

① 電話で役場環境課（72-3169）に収集依頼を行って下さい。
　 粗大ごみの種類と個数等を登録します。
　 収集個数は５個まで（使用済小型家電は除く）
　 （申し込み期間は、平成２８年10月２7日まで）
② 町の方で要支援世帯を確認し、要支援決定者リストを
　 作成する。非決定の方へは、連絡を役場で行う。
③ リストを町指定の委託業者に連絡し、収集日の調整を行う。
④ 委託業者が収集（２８年11月上・中旬を予定）して、処理し、
　 役場に実績の報告をする。(収集の際写真を撮ります)
⑤ 実績と要望をもとに事業評価をします。

指定ごみ袋に入らない大型のごみ（タンス、家具、机、椅子、カーペット、布団、ベット､マットレス、自転車､ふろ蓋、
　　　　　　　　　　　　　　　　大型プラ玩具、物干しざお、ポリタンク、コンロ等）の個数は5個まで
使用済小型家電（家電リサイクル法4品目を除く）　個数には入らないが事前登録必要
（電子レンジ、電気オーブン、照明器具、ビデオデッキ、ステレオ、扇風機、電気炊飯器等の電気製品等）

収集業者は、家の中には入りませんので、玄関先までは出してください。
家電リサイクル法4品目（TV、冷蔵庫、乾燥洗濯器、エアコン）、オートバイ、タイヤ類）は集めない。
布団は、紐等で包んだ状態で1個、ベットの場合は、マットレスは別　
要望により、分別パンフレット配布や分別の指導を行います。特に産業廃棄物ごみは集めません。
個人の氏名連絡先等の個人情報は、この事業の為以外には使用しません。

対象世帯

収集方法（流れ）

収集する粗大ごみの定義

注 意 点

背景と目的

２８年度の実施概要
　粗大ごみのごみ出しに困窮している世帯に対し、事前の申し込みを受け、町の委託業者が収集を行います。   
４・１０月申込（収集の運搬料については、無料で行う為、個数は５個まで　(使用済み小型家電除く））   
　支援事業実施の殆どが、家庭系ごみ処理有料化を実施しているが、当町ではどうしていくか等々の検討を行います。  
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□ やりたいことがわからない、　　　　　　　　□ 履歴書、職務経歴書の
　  何から始めたらよいのか　　　　　　　　　　　書き方がわからない

　  わからない

□ コミュニケーションが苦手　 　　　　　　    □ 面接が不安、
　  自身が持てない　　　　　　　　　　　　　　　 面接のやり方がわからない　　　　

　  １人での就職活動が不安

□ 学校を中退したのだが、　　　　　　　　　　 □ 「うちの子どもが
　  中退を考えているのだが　　　　　　　　　　　　　働かないんだけど…」

　  ご家族カウンセリング　　　　　　　　　　　　 　　　　なんとかしたい。

自分らしく生きたい、働きたい、あなたを応援します。

お気軽にお問い合わせください。相談ご希望の方はお電話にてご予約ください。

就活の不安を
なんとかしたい。

ぐんない若者サポートステーション

ぐんない若者サポートステーションとは
「働きたいけど何からすればいいの？」「人見知りだからうまく話せない」「誰に相談したらいいの？」
そんなさまざまな悩みを抱えている15歳～概ね39歳までの若者や、そのご家族の方を対象に、個別相談を
もとに、ご利用利用者のニーズや状態に合わせて支援プランを考え多種多様なサポートを行っております。

●利用時間：9:30～18:00
●弊 所 日：土日祝日・年末年始等・第2、4月曜日
　　　　　 （詳細はホームページのカレンダーをご覧ください）
●Ｔ Ｅ Ｌ：0555‐23‐0080
●Ｅメール：info-ss@addluck.co.jp
●Ｗｅｂサイト：www.gunsapo.com/
●住　　所：〒403-0005
　　　　　  富士吉田市上吉田2-4-19　富久澄ビル2F

富士吉田署

金鳥居

国道138号

国道137号

国道139号
富士浅間神社

合同庁舎

吉田中

国
道
137
号

富士山駅

ぐんない若者
サポートステーション

就活の不安を□ひとつでもチェックがつくかたは、サポステを利用してみませんか？
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■屋外広告物の事例としては、右図のようなものがあります。

■山梨県屋外広告物条例により一定のルールがあり、また、
　一定規模以上の場合、許可が必要です。

◆屋外広告物とは？

◆基準強化の一例（あくまで一例です）

◆指定区域や基準等の詳細

問い合わせ先

①新倉トンネル西側地区
 （道路両側各100ｍ以内の地域）

②船津小海線地区
 （道路両側各30～100ｍ以内の地域）

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

○富士河口湖町役場都市整備課 【許可事務等は町で行っています】（TEL 0555-72-1976）
○山梨県　・富士東部建設事務所吉田支所（TEL0555-24-9049）
　　　　　・景 観 づ く り 推 進 室 　 （TEL 055-223-1325）

検　索山梨 景観保全型広告

　詳細につきましては、下記の山梨県ホームページをご覧いただくか、下記の
問い合わせ先にご連絡ください。

◇屋外広告物の高さや面積、色彩等を抑え、景観
　を保全します。

※許可を要しない広告物についても、高さや面積、色彩等の
　基準が同様に適用されます。

○ ○ 店

H≦５ｍ

※その他様々な屋外広告物で、
　⇒色彩の数を3色以下、色の明るさなどの制約
　⇒高さや面積などの基準を厳しくします

建植広告物（自家用）
　⇒高さ５ｍ以下
　⇒面積４㎡/方向以下

屋上広告物
　⇒設置不可

電柱広告物

屋上広告物

壁面広告物
突出広告物

建植広告物
貼紙・貼札

立  看  板

広  告  幕

のぼり旗

富士河口湖町内の一部道路沿道で、
屋外広告物の基準が  
厳しくなりました。

※表示している内容等を変更する場合も、新しい基準が適用されます。

　富士河口湖町内の景観を守り育むため、道路沿道に新たに設置する屋外広告物に
ついて、平成28年10月1日より高さや面積、色彩等の基準が厳しくなりました。

◆新しい基準が適用される範囲

：新たな指定
：既指定

凡例
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小立

船津

小立

小立

船津

長浜

河口

小立

船津

船津

船津

富士ヶ嶺

河口

河口

船津

船津

船津

河口

船津

船津

船津

河口

船津

船津

勝山

船津

勝山

西湖西

大石

勝山

本栖

船津

勝山

富士ヶ嶺

船津

大石

河口

勝山

精進

船津

富士ヶ嶺

河口

船津

船津

富士ヶ嶺

船津

横綱

横綱

大関

大関

大関

関脇

関脇

関脇

前頭１

前頭２

前頭３

前頭４

前頭５

前頭６

前頭７

前頭８

前頭９

前頭１０

前頭１１

前頭１２

前頭１３

前頭１４

前頭１５

前頭１６

前頭１７

前頭１８

前頭１９

前頭２０

前頭２１

前頭２２

前頭２３

前頭２４

前頭２５

前頭２６

前頭２７

前頭２８

前頭２９

前頭３０

前頭３１

前頭３２

前頭３３

前頭３４

前頭３５

前頭３６

前頭３７

前頭３８

106

102

101

101

101

100

100

99

99

99

99

99

98

98

98

98

98

98

98

97

97

97

97

97

97

97

97

96

96

96

96

96

96

96

96

96

95

95

95

95

95

95

95

95

95

95

船津

船津

勝山

小立

長浜

長浜

長浜

船津

勝山

長浜

小立

船津

精進

勝山

勝山

船津

小立

勝山

河口

小立

小立

勝山

船津

大石

船津

河口

長浜

大石

船津

河口

河口

小立

大石

小立

船津

船津

大石

船津

西湖南

小立

小立

勝山

大嵐

船津

河口

103

102

101

101

100

100

100

99

99

99

99

98

98

98

98

98

98

98

98

97

97

97

97

97

97

97

96

96

96

96

96

96

96

96

96

96

95

95

95

95

95

95

95

95

95

※平成２８年９月１５日現在（生年月日順、満年齢９５歳以上）敬称略

※名前の表示につきましては、現代がなを用いました。

●問合先　福祉推進課　TEL 72-6028

富士河口湖町長寿番付

渡邊　だい

白壁　リツ子

渡邊　宇め

大石　きぬ

渡邊　酉江

三浦　悦子

渡邊　とくの

大石　カネ

小佐野　とし子

深澤　みや子

中村　幸子

西嶋　貞治

本庄　利久

三浦　さき子

渡邊　すゑ子

申谷　一枝

内山　均

倉澤　てる

宮下　定子

梶原　亀雄

小池　ユミ

中村　智惠子

宮下　マサヱ

渡邉　宣明

小佐野　むさ志

小佐野　てるよ

渡邉　かる

渡辺　久

小林　玉子

大石　悦子

伊藤　かつよ

梶原　ちか

海保　美子

西嶋　キミ

渡邉　利治

堀内　ふさ江

本庄　八重

小林　宇明

渡邉　善一郎

古屋　たかの

阿部　静子

外川　カツヨ

梶原　ヒデコ

小林　幾世

那須　とく

池谷　義明

梶原　トヨ

渡邉　琴

宮下　ひな

渡邊　つよ

三浦　典子

宮下　カズヱ

三浦　豊子

長山　隆子

長山　さつ子

三浦　小枝子

外川　かつの

外川　和子

小林　直惠

小佐野　博男

倉澤　治子

三浦　タマ

山中　泉

小佐野　てる子

大草　セツ

渡邊　千鶴子

渡邊　ひさ子

小佐野　きみ子

渡邉　あや子

梶原　松吉

駒井　よ志子

古屋　弘

三浦　歌子

堀内　ふさを

井出　すみ子

中村　てる子

倉澤　けい

渡邊　　壽

堀内　ちか

山中　ちかゑ

小林　ひろ子

鹿沼　繁子

渡邉　桃枝

外川　武雄

三浦　佐喜重

古屋　静江

相澤　一雄

小林　久子

渡邊　可つゑ

渡邉　德郎

古屋　嘉夫
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～平成２９年度保育所入所の手続きについて～

「子ども・子育て支援新制度」が平成２７年４月よりスタートしました。

　新規入所希望の方は、入所申込書及び支給認定申請書にご記入のうえ、必要な書類を添付して
希望する各保育所に提出していただきます。（１２月上旬～中旬予定）

　年度の途中の入所を予定されている場合も、同じ時期にお申込みください。
申込書類につきましては、町役場福祉推進課窓口、町内各保育所及び町ホームページで用意いたします。（１１月～）

　現在入所中の児童で引き続き入所を希望する方は、保育所を通じて継続申込書をお渡ししますので、必要事項を記入
のうえ、必要な書類を添付して提出していただきます。（１２月予定）

　認定こども園に入所希望の方は、施設に直接申込みとなりますので、各園へお問い合せください。
　（※平成２８年８月１日より、大石地区で認可外保育施設として運営していた「Fujiこどもの家バンビーノの森」が、勝山

地区へ移転し、認定こども園となりました。）

　新制度に移行した幼稚園に入所希望の方は、支給認定申請書に記入のうえ、必要な書類を添付して町役場福祉推進課
に提出していただきます。（１２月上旬予定）

　入所申込については、園へ直接申込みとなりますので、各園へお問い合せください。

　町外の保育所に入所希望の方は、支給認定申請書及び入所申込書に記入のうえ、必要な書類を添付して町役場福祉推

進課に提出していただきます。お申込みの締め切りについては、保育所のある市町村によって違いますので必ずご確認をお

願いいたします。

※申込受付日等の詳細につきましては、広報１１月号や町ホームページでお知らせいたします。

　これにより町内保育所及び認定こども園や新制度に移行した幼稚園の入所につきましては、支給認定を受けていただく

必要があります。

★保育所入所希望の方は、保護者の勤務時間等によって「保育標準時間」と「保育短時間」のそれぞれの利用区分に認定
　されます。

町内公立保育所入所希望者

認定こども園・幼稚園入所希望者

町外保育所入所希望者

★保育認定（２号、３号認定）は、保護者について下記の
　いずれかの要件に該当する必要があります。　

★保育所・幼稚園・認定こども園の利用を希望する場合、
　認定を受けていただく必要があります。　

　　　　・・・教育標準時間認定
　お子さんが満３歳以上で、教育を希望される場合
　利用先：幼稚園・認定こども園
　　　　・・・満３歳以上保育認定
　お子さんが満３歳以上で、右記の「保育認定」に該
　当する方で、保育所での保育を希望される場合
　利用先：保育所・認定こども園
　　　　・・・満３歳未満保育認定
　お子さんが満３歳未満で、右記の「保育認定」に該
　当する方で、保育所での保育を希望される場合
　利用先：保育所・認定こども園

１号認定

３つの認定区分

２号認定

３号認定

●就労
●妊娠・出産
●保護者の疾病、障害
●同居又は長期入院等している親族の介護・看護
●災害復旧
●求職活動（起業準備を含む）
●就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
●虐待やDVのおそれがあること
●育児休業中に、既に保育を利用している子どもがいて
　継続利用が必要であること
●その他、町長が認める場合

保育標準時間認定…主にフルタイム勤務を想定した利用。（原則１ケ月あたり１２０時間以上勤務）
　　■保 育 時 間　　午前７時１５分　～　午後６時１５分
　　■延長保育時間　　午後６時１５分　～　午後７時１５分（有料　１時間２００円））
保育短時間認定…主にパートタイムなど短時間勤務を想定した利用。（１ケ月あたり４８～１２０時間勤務）
　　■保 育 時 間　　午前８時３０分　～　午後４時３０分
　　■延長保育時間　　午後４時３０分　～　午後７時１５分（有料　１時間２００円）

問合せ先　福祉推進課　児童福祉係　72-6028
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

 
○時間帯：月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
○場　所：中央公民館1階
○対　象：お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方

「困っていること悩んでいること相談してみませんか」教育相談の御案内 連絡先
富士河口湖町立教育センター

 TEL８３－３０２２
E-mail

ed-center@kawaguchiko.ne.jp

……… ………

教育センターだより

富士河口湖町スポーツ推進事業富士河口湖町スポーツ推進事業
富士山
総合型

地域スポーツクラブ

クラブクラブ

富士山富士山

“県指定文化財『冨士御室浅間神社文書』に記された戦国時代の富士信仰”
第６回 「冨士御室浅間神社文書に見える領主の富士信仰」

　山梨県指定有形文化財「冨士御室浅間神社文書」は、武田氏や小山田氏といった戦国時代の甲斐の領主たちが発した貴重な文書
です。武田信玄が冨士御室浅間神社で娘・黄梅院の安産祈願を行った有名な「武田信玄願文」をはじめ、戦国領主たちの富士信仰
を読み取ることができる資料が多く含まれます。これらの資料を紐解き、戦国領主たちの富士信仰に迫ります。

日　時：平成28年10月19日（水曜日）　午後７時～午後９時
会　場：富士河口湖町中央公民館　２階　視聴覚室　講師：杉本悠樹（文化財担当）
参加費用：無　料（申込み不要・どなたでも参加できます）　　
定　員：30名　１回の講座のみの受講もできます。
※内容、会場（部屋）は都合により変更になる場合があります。ご了承ください。

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

「富士山 ～地域の誇り・世界の宝～」

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

休講になることもございますのでお問い合わせください！

申込方法

申 込 先

メールまたは電話にてお申込み下さい。メールの方は受信設定をお願いします。
①参加希望プログラム　　②氏名（ふりがな）　　③電話番号（携帯番号）
総合型地域スポーツクラブ　クラブ富士山　　　club223@lcnet.jp　☎72-4772

★詳細は町ホームページをご覧ください。
http://www.town.fujikawaguchiko.lg.jp

富士山月例マラソン

ラテンダンスフィットネス ＺＵＭＢＡ

体幹トレーニング【昼の部】
期　日　10/12・19、11/2・9・16　水曜日
時　間　午前10：30～11：30　　場　所　町民体育館

体幹トレーニング【夜の部】
期　日　10/24・31、11/7・14・21・28　月曜日
時　間　午後8：00～9：00　　　場　所　中央公民館

子どもから大人までが楽しく走るマラソンです。
競技志向のマラソンではありません。少人数でアットホーム！

期　日　１1/12 土曜日＊雨天中止   時　間　10：30スタート
場　所　勝山小海公園　　　　　　持ち物　飲み物
部　門　個人の部　【1㎞、2.5㎞、5㎞、7.5㎞、10㎞】
登録料　500円（初回のみ）
参加料　大人500円／回・小人300円／回

期　日　10/13・20、11/10・17・24　木曜日　
時　間　午前10：30～11：30
場　所　町民体育館　　　  持ち物　上履き、タオル、飲み物
参加料　600円／回

………………………………………………………………

………………………………………………………………
持ち物　ヨガマット、飲み物　　　参加料　600円／回

　「自分が『こういうふうになりたい』とか『自分でなろう』と思わないとそうならない。人間というのは『なろう』と思うものにしかなれない。
自分が『何になろう』と思わない限りはなれない。」今の自分の在り方を厳しく問う言葉でもあります。
　今年度も半分が過ぎました。我が子の夢や希望はどうなっているでしょうか。意思疎通は図られているでしょうか。
毎日接している親だからこそわかること、近すぎて気付かないこともあるのではないでしょうか。
　「あれ・・・？」と感じたことをそのままにしないでください。子どもの様子から．どこで言葉をかけたらいいのか、
どこで肩を抱いたらいいのか、どこで叱咤したらいいのかちょっと戸惑ってしまったとき、教育センター
に足を運んで話してください。ヒントが見つかるかもしれません。女性の相談員と男性の相談員がいます。

外川英樹氏作品展（ＮＨＫ山梨ネイチャー写真塾講師）
　　　　10月4日（水曜日）～10月21日（金曜日） まで展示期間

生涯学習課　℡72-6053皆さんのお越しをお待ちしています。
※毎週日曜日は休館日です。土曜日は利用予約がない場合は閉館しておりますのでお問い合わせ下さい。

中央公民館
ロビー展示
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みなさんのやる気を応援します!

☆頑張るランナーのオアシス☆

中央公民館講座

富士山マラソン給水ボランティア募集！富士山マラソン給水ボランティア募集！
　富士山マラソンの際に選手にエールを送りながら給水所のスタッフをやっていただける方を募集します。
　全国からランナーが訪れる人気の大会にあなたもスタッフとして参加してみませんか♪年齢・性別問い
ません。まずはお気軽にご連絡ください。

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ
ば、心も不思議とまんまるに♪是非ご参加ください。

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう

日　時　１１月２７日（日）午前８時～午後２時頃まで　　服　装　暖かく、動きやすい恰好
その他　昼食はこちらで準備します。　　　　　　　　　申込み　１０月１８日（火）までにお申込みください。
詳細につきましては申し込み時にお伝えします。　お申し込みは生涯学習課（72-6053まで）

まんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェ

日　時：11月16日(水)10:30～13:00　　　　
場　所：子ども未来創造館　　　
対　象：お子さんのいる保護者の方15名（3名以上で開催）
　　　（お子さん連れの参加大歓迎です。）
講　師：家庭教育支援チーム「ラ・ペジブル」の皆さん　　　
持ち物：お子さんに必要なもの、お弁当（注文可能）
参加費：お弁当が必要な方は500円（お弁当持参OK）　　　
申込み：１１月１４日（月）まで　　ＴＥＬ72-6053

多くの皆様のご参加お待ちしております♪
わくわく楽しいお祭りを満喫しましょう♪

河口地区 公民館まつり第30回
11月6日（日）午前10時～
河口小体育館で実施します

お問い合わせ先　河口地区公民館まつり実行委員会
TEL 76-7302（河口出張所）

船津地区 公民館まつり
10月23日（日）午前10時～
船津地区公民館　交流ホール

お問い合わせ先　船津地区公民館まつり実行委員会
TEL 72-6053（生涯学習課）

☆展示コーナー（地域の皆様の作品展示）
☆お祭り広場（無料コーナーもあります♪）
☆各種芸能発表

アーティフィシャルフラワー教室アーティフィシャルフラワー教室アーティフィシャルフラワー教室
　アーティフィシャルフラワーとは生花をリアルに再現し、
生花にはない美しさを表現した造られた花です。

手作りパン教室手作りパン教室手作りパン教室
　毎年恒例のパン教室☆今回はかわいいあのキャラクターを作
ります！パン作りが初めてでも、やさしく教えてもらえます。

日　時：10月27日（木）　①午前10時～午前12時　
　　　　　　　　　　　　②午後 7時～午後 9時
　　　 10月28日（金）　③午前10時～午前12時　
　　　　　　　　　　　　④午後　7時～午後　9時

内　容：キャラクターパン（トトロ・リラックマ）
定　員：各回8名　　　　　
材料費：500円
講　師：堀内　文枝さん
場　所：ペンションイエスタデイ
　　　　（「道の駅かつやま」となり）
持ち物：エプロン・お手拭用タオル・
　　　 ビニール袋等（持ち帰り用）・
　　　  筆記用具
申　込：１０月１７日（月）　午前９時～

①～④コースのうちおひとり様どれか1つにお申し込みください。
内容は全て同じです。

　１０月１８日（火）までにお申込みください。

日　時：平成28年10月28日、11月4日・11日・18日
　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日
　　　　午後1時30分～3時30分
講　師：宇野満子氏
場　所：富士河口湖町中央公民館　第二研修室
持ち物：小筆、硯（無い人は小皿）、文鎮、下敷き、墨
参加人数：20名
申込み：生涯学習課　72-6053
　　　　　定員になり次第受付終了

シックな雰囲気で大人かわいい
変形かごアレンジ

クリスマスオブジェにもなる
アロマワックスバー

日　時：どちらかお好きな時間をお選びください。
　　　　①10月26日（水）19：00～
　　　　②11月　8日（火）13：30～
定　員：15名（3名以上で開催）
材料費：2000円　持ち物：持ち帰り用の袋
申込み締切：10月20日（木）17：00
花材や花器は変わる場合がございます。ご了承ください。

日　時：11月8日（火）19：00～
定　員：15名（3名以上で開催）
材料費：1500円
申込み締切：10月26日（水）

※キャンドルが付きます。※キャンドルが付きます。

講　師：The Monte　山口　沙季先生・嶺山裕紀枝先生
場　所：中央公民館

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

まんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェ
　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

まんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェ
　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
日　時：
　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日
　　　　午後1時30分～3時30分
講　師：

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
日　時：
　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日

お子さんのいる保護者の方15名（3名以上で開催） 講　師：お子さんのいる保護者の方15名（3名以上で開催）
　　　　午後1時30分～3時30分
講　師：

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日
　　　　午後1時30分～3時30分

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
日　時：
　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日
　　　　午後1時30分～3時30分

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
日　時：
　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
日　時：

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日　　　　全4回で作品を仕上げます。いずれも金曜日

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
日　時：

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう
　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう

　お父さんお母さん！子育てをしていると色々な体験＆エ
ピソードが生まれますよね♪大変なこと楽しいこと、気軽
に話し合ってみませんか♪みんなでまあるくなって話せ

　小筆を使って細字の練習をし、世界に一つだけの自分の作品を仕
上げましょう

小筆を使って作品を仕上げてみませんか?
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休館日
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平成28年 10月2日～11月5日の予定表

☆乳幼児対象☆

第２・４日曜日と
祝祭日が
休館日です！！

＜休館日＞

福祉推進課発!!つどいの広場
「つどいの広場」は就学前の親子があつまる場で
す。子ども同士遊んだり、親同士おしゃべりをし
てストレスを解消しましょう。遊びの時間、身体測
定、相談など、お気軽にご利用ください。また、今
年度より妊活中ママや妊婦さん、産後ママのため
の助産師相談が始まります。基本毎月第1金曜日
13:00～15:00です。お気軽にどうぞ！
日時：毎週月・水・金　9:00～12:00　1:00～3:00
※子育て相談・栄養相談・助産師相談・お誕生会も実施
　相談・イベント等の日程についてはカレンダーでご
　確認ください。　　
　  お問い合わせ：福祉推進課 ☎72－6028

つどいの広場の時間をお借りして、
家族のためのリフレッシュタイムを
お届けします。
おやこの日

からだの日

読み聞かせの日

10月17日(月)
親子ストレッチと女性の為のトレーニング
10月19日(水)
「素敵な体幹を育てよう」をテーマに
 プチトレーニング
10月21日(金)
司書さんおすすめの絵本の紹介

　わらべうた、絵本の紹介とベビーマッサージ体
験で赤ちゃんとの癒しのひと時を♥

こどみらマムベビーこどみらマムベビーこどみらマムベビー

日　時：10月20日(木)　1：30～2:30
対　象：0歳親子（ハイハイ前まで）
持ち物：バスタオル　申込み・参加費：なし 

日 月 火 水 木 金 土

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場
つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

（１：００～４：００）
午前は閉館します。

リトミック

マムベビー
ハロウィン工作
ウィーク

ハロウィン工作
ウィーク

育児学級 おもちゃ病院

ワイワイくらぶ

つどいの広場
(からだの日)

つどいの広場
(おやこの日)

つどいの広場
(お誕生会)

つどいの広場
(読み聞かせの日)

親子ふれあいB

親子ふれあいA

親子ふれあいB
（野鳥の森公園）

親子ふれあいB
（野鳥の森公園）

funfunくらぶ

funfunくらぶ

funfunくらぶ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

おもちゃ病院

クラブ富士山ズンバキッズ＆ママ

キッズ＆ママ

キッズ＆ママ

キッズ＆ママ

ぷち相談会

PM助産師相談

つどいの広場

クラブ富士山ズンバ
PM助産師相談

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山
キラキラビクス

ＡＭプラレール

ＡＭプラレール

PＭプラレール

ハロウィン
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te to te 
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将棋教室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○いずれも11：００スタートです○
♪月・水・金以外もプレイルームは自由に遊べます♪

funfun 脳トレ２０１６funfun 脳トレ２０１６funfun 脳トレ２０１６

te to te ～てとて～te to te ～てとて～te to te ～てとて～

問い合わせ先　☎72-6053

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動して下さい。
※館内ではゲーム機・カードゲームを使って遊ぶこ
　　とができません。ご理解・ご協力をお願いします。
※教室・イベントに参加していただいた写真をお便
　　り等に掲載させていただくことがあります。
　　ご了承下さい。
　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の
　　電話を使用することが出来ます。気軽に声をか
　　けて下さい。

✆

☆12時から1時までは閉館です☆

月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
休館日

休館日

休館日

活動的になる2歳を迎える親子に贈るお楽しみ
の時間です。月に一回行いますので対象の方は、
ぜひどうぞ！【本年度からの新企画です！】
日　時：10月5日(火)＆１１月１日（火）
　　　１０：００～１０：４５
参加費：申し込み：なし　持ち物：のみもの
対　象：H２６．４．２～H２７．４．１生まれ
内　容：リズム遊び・廃材おもちゃ作り・
　　　 育児のプチ情報・よみきかせなど

日　時：１０月２２日(土) １：００～３：００＆１１月５日（土） １：００～３：００ この時間内に来てね。
参加費：持ち物：申し込み：なし

おもしろクイズのプリントで、君の脳みそをやわらかくなるように鍛えるのが《脳トレ》！

☆小学生対象☆

＊「小学生のお化け屋敷」以外はすべて乳幼児親子さんも楽しめるように工夫してあります。
　昨年は400人を超える乳幼児親子さんと小学生そして学生ボランティアさん・FKはんずの
　みなさんでハロウィンの一日を過ごしました。まだ来た事のない人も毎年楽しんでいる人も、
　10周年記念SPのこどみらハロウィンをたのしもう！　（この日の閉館は４：００です）

ハロウィン工作ウィークとして１0/22(土)～10/28(金)まで工作グッズを用意しておきます!
作りに来てね！

☆どなたでも☆ こどみらハロウィン２０１６
～１０ｔｈ anniversary～
こどみらハロウィン２０１６
～１０ｔｈ anniversary～
こどみらハロウィン２０１６
～１０ｔｈ anniversary～

今年は『こどみら開館１０周年のメモリアルイヤー』なので、これまでのハロウィンを
すべてバージョンアップ！　

１０月９・１０・２３日
29日の午前中・１１月３日

注日時：10月2９日（土）1:00～２：３０受付　　○午前中は準備のため閉館します!
定員:申し込み:持ち物：なし　　対象：乳幼児親子・小学生　　ドレスコード：プチ仮装してきてね♥
～内容～
A)　　　　　　　　【出たい人は1:20までにエントリーしてね】 2:30～全員で投票するよ
　　3:30～仮装コンテスト優勝者（チーム）の表彰式…ホール

B)　　　　　 （こどみらからのルートをみんなで盛り上がって歩くよ。詳しいルートは
　『こどみらだより』『こどみん』をみてね。参加した人には、いいことが(#^.^#)！）　　
　　１：３０～１：５０くらい
　　＊町民の皆様、見学＆応援に沿道に来てください♥　（雨の時は中止です）

C)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…音楽スタジオ　
　　１：１５～１：３０エントリー　２：００～スタート！(仮装行列へもいけるよ～)　　

D)
　　２：００～…児童クラブ室

E)
　　１：００～…プレイルーム

F)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 仮装行列終了後～外

G)　　　　　　　　　　　　　　　２：００～…創作ルーム

H)　　　　　　　　　　　　　　　１：００～　…ホール
　 

仮装コンテスト

～小学生のための最強に怖いお化け屋敷 ～ジャパニーズゴーストハウス

こどみらハロウィンヒストリー

ハロウィン工作を自由に作ろう！

「トリック  オア  トリート」の合言葉でお菓子をもらえるよ

乳幼児親子のための　ゲーム＆写真撮影自由にできるコーナー

～乳幼児親子のためのちょっとどきどきお化け屋敷～（ようかいはうす）

仮装行列

①これまでのお化け屋敷の大道具・小道具の展示。その前で自由に写真撮影ができるよ！
②これまでのハロウィンで特に楽しかったゲームをしよう
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生涯学習館生涯学習館生涯学習館
開館時間　平日 9:30～19:00/土・日   9:00～17:00

l ibrary@fujikawaguchiko.ed.jphttp://www.fuj ikawaguchiko.ed.jp
0555-73-1212　　　0555-73-1358生涯学習館問い合わせ

◎本館読み聞かせ◎◎本館読み聞かせ◎

10月25日（火）うさぎのおやこ
10月11日（火）ブラウンベア(えいご)

10月  8日（土）
10月22日（土）

エトワールの会
パパのえほんタイム

●幼児～小学生低学年対象〈13:30～〉

●0・1・2・3歳対象〈10:30～〉

各図書館のおはなしくらぶ各図書館のおはなしくらぶ
10月の予定

大石・河口

上九一色

18日　河口3時5０分～
　　　  大石４時４５分～

20日　３時３０分～

火・木曜日

月～金曜日

午後3時～6時

午前8時30分～5時

分館 読み聞かせ 開館日 開館時間

（12時～1時は閉館）

P

小学生までのお子さんが　　 のある講座に参加すると、おはなし王国へのポイント年間合計に1講座２ポイント加算されます。　P

※課題本は図書館で用意いたします。

第116回読書会第116回読書会第116回読書会
1冊の本から見える、いろんなキモチ。

日　時：１０月２２日（土） 午後２時～

場　所：生涯学習館　学習室１

課　題：「草枕」夏目漱石 著

毎週月曜日休館
28日(金)は、館内整理日のため

休館になります。

読書の秋。静かな夜に本を、
読んでみてはいかが？

※平日の開館時間をしばらくの間午前9時30分からとします。

秋の読書週間秋の読書週間

10月27日(木)～11月9日(水)

古事記を読んでみよう！
（全５回）

秋の読書週間
古典に親しんでみませんか？

古典に親しむ　

日　時：平成28年10月26日(水) 19：30～
　　　　　　　　11月  2日(水) 19：30～
　　　　　　　　11月  9日(水) 19：30～
　　　　　　　　11月16日(水) 19：30～　
　　　　　　　　11月30日(水) 19：30～
講　師：山口隆之氏
場　所：生涯学習館 学習室１　定　員：15名

図書館友の会から
遊休品寄贈のお願い

　各家庭で不要な端切れ・飾りボタン・リボンが
ありましたらお譲り下さい。

おはなし工作ちくちくおはなし工作ちくちくおはなし工作ちくちくおはなし工作ちくちくおはなし工作ちくちく全3回
～絵本に登場するキャラクターを作成しよう～

日　時：１０月２９日(土) １４：００～

持ち物：裁縫道具、ボンド、材料費（２００円）

日　時：１１月１日(火) １４：００～

講　師：若月愛美氏

持ち物：スポンジ・材料費（６００円）

日　時：１１月５日(土) １４：００～

持ち物：裁縫道具、材料費(２００円)

場　所：生涯学習館　学習室1

定　員：各１５名

対　象：中学生以上

　　　  ②は一般

①毛糸で作ろう「フレデリック」

②羊毛フェルトで作ろう「そらまめくん」

③軍手で作ろう「ぐりとぐら」
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町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
  　

秋
葉
神
社
は
、何
故
勧
請
奉
祠
さ
れ
た
か
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
二
十
七
日
に
勝
山
小
湖

（
小
海
）に
大
火

災
が
発
生
し
、

湖
水
よ
り
吹
き

上
げ
る
強
い
西

風
は
、
全
戸
が

芽
葺
き
屋
根

と
、
消
火
設
備

の
な
い
小
湖
の

民
家
を
な
め
つ

く
し
、
ど
う
に

か
し
て
八
王
子

神
社
の
大
欅
が

延
焼
を
く
い

と
め
た
と
い

わ
れ
る
。

　

そ
の
大
火
で
三
十
一
戸
と
い
う
小
部
落
の
う
ち
二
十

戸
も
の
民
家
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
三
年
後
の
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月
十
四

日
に
勝
山
集
落
四
十
二
戸
を
焼
失
す
る
と
い
う
大
火
が

発
生
し
た
、
そ
の
時
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
浄
蓮
寺

（
一
本
松
に
あ
っ
た
寺
院
）
が
類
焼
し
た
。ま
た
明
治
二
十

一
年
（
一
八
八
八
）
一
月
十
七
日
に
冨
士
御
室
浅
間
神
社

里
宮
と
拝
殿
が
全
焼
し
た
。

　

明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）に
は
、
勝
山
集
落
に
大
火

が
あ
り
こ
の
火
災
も
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
大
火
に

匹
敵
す
る
大
火
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

明
治
二
十
七
年
と
二
十
八
年
と
火
災
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
に
明
治
期
に
大
火
が
発
生
し
た
た
め
、
住

民
は
防
火
は
神
頼
み
し
か
な
い
と
し
て
、
遠
州
秋
葉
神
社

に
祈
願
し
防
火
神
札
を
い
た
だ
い
て
き
て
、
そ
れ
を
各
家

庭
に
配
布
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

秋
葉
神
社
は
、
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
秋
葉
山

に
鎮
座
す
る
秋
葉
神
社
で
、
御
祭
神
は
火
之
迦
具
土
之
大

神
で
あ
り
神
社
は
古
来
、
秋
葉
寺
秋
葉
三
尺
坊
と
鎮
火
防

火
の
霊
場
と
し
て
遠
近
上
下
の
尊
崇
が
厚
く
、
関
東
東
海

地
方
を
中
心
に
各
地
に
そ
の
分
社
が
火
防
の
神
と
し
て

勧
請
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
に
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
本
格
的
な
神

社
の
建
設
を
計
画
さ
れ
、
再
建
が
図
ら
れ
た
。そ
の
時
の

内
容
が
役
場
に
残
さ
れ
て
い
た
。

秋
葉
神
社
再
建
主
旨

一
、
秋
葉
神
社
代
参
ヲ
廃
シ
テ
神
札
ヲ
取
リ
寄
セ
ル
コ
ト

　
　
ハ
意
義
ナ
キ
二
付
キ
コ
レ
ヲ
全
廃
シ
秋
葉
神
社
ヲ
定

　
　
日
ヲ
設
ケ
春
秋
祀
ヲ
行
ウ
コ
ト

二
、
拝
殿
ノ
再
興
ハ
民
心
ノ
ウ
エ
ニ
モ
好
影
響
ヲ
ト
与
ウ

　
　
ル
コ
ト
。

三
、神
社
再
興
ハ
羽
根
古
開
発
ノ
基
礎
タ
ル
コ
ト
。

四
、
神
社
ヲ
再
興
シ
将
来
湖
畔
村
ハ
勿
論
、
遠
近
ノ
参
詣
者

　
　
殺
到
シ
、
送
迎
暇
ナ
カ
ラ
シ
ム
様
隆
盛
ノ
域
ニ
到
セ

　
　
ラ
シ
ム
事
。

　

こ
の
再
建
は
、
遠
州
秋
葉
神
社
へ
代
表
者
を
参
詣
さ

せ
（
代
参
さ
せ
）

神
札
を
購
入
し

て
各
戸
へ
配
布

し
て
い
た
が
、
こ

れ
を
廃
止
し
秋

葉
神
社
を
再
建

し
た
い
、
神
社
の

建
設
は
住
民
の

た
め
に
も
好
影

響
を
与
え
る
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
神
社
は
、

現
在
の
秋
葉
神

社
で
は
な
く
羽
根

子
山
の
山
頂
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和
二
十
九
年
（
一

九
五
四
）
十
月
の
台

風
に
よ
り
山
頂
の

神
社
は
大
破
し
た

た
め
、
参
拝
者
の
便

を
図
る
た
め
、
神
社

を
山
頂
か
ら
移
し

再
建
し
た
。
そ
の
規

模
の
従
来
の
神
社

よ
り
も
大
き
く
さ

れ
た
。
そ
れ
が
秋
葉

神
社
で
あ
る
。こ
の
秋
葉
神
社
氏
子
は
勝
山
の
全
住
民
で

あ
る
。

　

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）以
前
に
は
例
祭
日
は
な
く
、
住

民
が
代
表
で
静
岡
県
の
秋
葉
神
社
に
祈
願
し
て
い
た
が
、

新
神
社
の
建
設
後
に
は
春
の
例
祭
は
新
緑
の
五
月
二
十

五
日
、
秋
は
紅
葉
の
十
月
二
十
五
日
を
祭
日
と
し
て
、
し

か
し
水
田
の
農
作
業
が
盛
ん
な
時
期
は
、
田
植
え
と
春
の

例
祭
が
重
な
る
た
め
に
、
五
月
例
祭
を
六
月
五
日
と
し
た

が
、
そ
の
後
の
水
田
作
業
が
な
く
な
り
、
元
の
五
月
二
十

五
日
戻
し
た
。

　

秋
葉
神
社
例
祭
に
羽
根
子
山
秋
葉
神
社
は
住
民
の
鎮

火
の
神
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
は
役
場
職
員
、
議
会
議
員
、

消
防
団
員
部
長
以
上
、
婦
人
会
員
、
区
長
、
常
会
長
、
住

民
全
員
出
動
し
て
参
道
、
神
社
周
辺
の
下
刈
り
清
掃
を
行

い
、
当
時
は
保
育
園
児
職
員
も
参
列
し
、
火
の
神
様
と
し
て

お
祓
い
し
、
感
謝
を
こ
め
て
お
祈
り
を
捧
げ
御
酒
を
頂
い
た
。

　

各
自
治
会
で
は
、
秋
葉
講
を
清
掃
参
拝
後
下
山
し
て
当

番
の
家
で
昼
食
に
催
し
無
火
災
を
祈
り
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。現
在
も
秋
葉
神
社
例
祭
、
秋
葉
講
は
行
わ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　（
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
林
博
文
）

秋
葉
神
社
祭
に
つ
い
て

な  

ぜ 

か
ん
じ
ょ
う
ほ
う
し

こ 

う
み

ち
ん 

ざ

ひ  

の   

か   

ぐ 

つ
ち  

の 

お
お

か
み

さ
ん
じ
ゃ
く
ぼ
う

ち
ん 

か

さ
ん
ち
ょ
う

さ
ん
ぱ
い
し
ゃ

じ
ゅ
う
ら
い

き

ぼ

た
い 

は

き 

が
ん

し
ん
り
ょ
く

さ
ん
ど
う

か
ん
し
ゃ

お 

み
き

い
た
だ

し
た 

が

せ
い
そ
う

ほ 

い
く 

え
ん 

じ

し
ょ
く
い
ん

さ
か

は
ら

も
ど

こ
う

も
よ
お

じ
ょ
う

れ
い
じ
ょ
う

え
ん
き
ん
じ
ょ
う
げ

そ
ん
す
う

し
ゅ 

し

だ
い
さ
ん

ぜ
ん
ぱ
い

ま
つ
り

こ
う
え
い
き
ょ
う

は
　
ね
　
こ

き
　
そも

ち
ろ
ん

さ
っ
と
う

そ
う
げ
い
ひ
ま

り
ゅ
う
せ
い

い
き

い
た
ら

は
い

よ

ふ

か
や　

ぶ

せ
つ 

び

お
お
け
や
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え
ん
し
ょ
う

じ
ょ
う
れ
ん
じ

こ
う
に
ゅ
う

い
っ
ぽ
ん
ま
つ

る
い
し
ょ
う

さ
と
み
や

ひ
っ
て
き

き 

が
ん

し
ん
さ
つ

か
み
だ
の

え
ん
し
ゅ
う

は
い
で
ん

は
い 

じ

あ
き 

ば 
 

じ
ん 

じ
ゃ
ま
つ
り
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Nature in and around Mount Fuji 

ご意見・ご質問は、TEL (FAX) ０５５５－２０－３５１０　自然共生研究室まで

２０１６年度第２回アレチウリと絶滅危惧湿性植物の調査を行いました

今年度も３回のジュニアレンジャー・ミニ調査を行いました

自然観察教室でアサギマダラのマーキングを行いました

ショート・ニュースショート・ニュースショート・ニュース
○「第５回富士山の自然保護大賞ジュニア」の作品募集が、9月２０日付けで締め切られました。一次審査の後、各部門審査委員長の先生
　方による二次審査をへて入賞作品が決定され、１１月１２日に表彰式が行われる予定です。
○広報8月号でお知らせした「ヤモリ」が見つかったと、西湖地区の方から写真を送っていただきました。ヤモリが２頭写っていましたので、
　西湖地区でも繁殖している可能性が高いと思われます。
○2006年に静岡県側で見つかった富士山にしかいない高山性のバッタ「フジコバネヒナバッタ」が、富士山自然保護センターの職員2名
　による山梨県RDB調査で、山梨県側の富士山でも見つかりました。

　２０１０年から始めた特定外来植物アレチウリと絶滅危惧湿性植物調査の第２回を８月３１日に、
アレチウリの防除作業を９月５日に実施しました。絶滅危惧湿性植物の調査では、昨年に比べ河口
湖の水位が下がっていたこともあり、河口・広瀬・大石・八木崎地区の昨年はみられなかった場所で、
新たにスジヌマハリイやカンガレイの群落が多数みつかりました。八木崎地区のオナモミも、昨年の
約２倍の大小４０株がたくさんの実を付けていて、９月１０日にその一部を採取し、過去にオナモミの
記録がある広瀬・勝山両地区にまきました。この時勝山地区で、生き残っていたオナモミを９株見つ
け、実を付けていましたので来年以降増えるのではと期待されます。今年は、河口湖の水位が低いの
で、勝山地区以外でも広い範囲でオナモミが見つかる可能性があると思います（広瀬地区ではオオ
オナモミが多数見つかり、防除しましたが）。
　一方、６月の調査で見つからなかったアレチウリが、河口・大石・八木崎地区で広がり始めているのが見つかり、実が熟す前の９月５日
に宮下氏に手伝っていただき二人で出来るだけの防除を行いました。根の部分が見つかったものは抜き、根と茎を切り離し、草の上に置
いて枯れるようにしました。八木崎公園では約１０ｍ×１０ｍの範囲だけでみつかりましたが、中央の約５ｍ×５ｍの範囲はすでに誰か
が防除して下さってありましたので、周りの株を出来るだけ切り刻んで枯れるようにしました（写真）。１０月に今年度３回目の調査を予
定していますので、今回の防除によってアレチウリがどう変わるかを見て行きたいと思います。

　富士河口湖町自然観察教室を卒業した小中学生をジュニアレンジャーと呼んでいますが、町内の
自然を調べながらその保護・保全を考えてもらおうというジュニアレンジャー・ミニ調査を、今年も
八木崎公園周辺で実施しました。７月には荒井正春先生に講師をお願いして鳥の観察を、８月には中
村誠治先生に講師をお願いして植物の観察を（写真）、９月は、渡辺通人が講師となって昆虫の観察

を行いました（写真）。
　３回の違う分野から八木崎公園周辺の自然をみることで、河
口湖という水辺環境には、水辺の鳥コチドリが繁殖していたり、
ヒメガマやオナモミといった湿性植物がみられたり、イトトンボ
類やシオカラトンボなど幼虫が水辺で育つ昆虫がみられるなど、人家周辺ではみられない水辺環境
の大切さが実感できたのではと思います。また、水辺を網ですくうとカワニナやカラスガイの殻、ドジ
ョウもみつかり、普段気付かないたくさんの生き物が共存していることを知ることが出来ました。

　今年度第５回の自然観察教室が、８月１９日に西川林道で開催されました。今回の目的は、１０００
ｋｍ以上も移動した個体もみつかっているアサギマダラが、越冬するために飛んで行く移動ルートを
調べるのに協力することでした。集合した時には曇りだったのですが、西川林道で歩き始めたら小雨
になり、途中から雨足が強くなったためレインコートを着たり、傘を差したりしながらアサギマダラを
捕まえ、翅にサインペンやマーカーで日付と記号を書いて放しました。天気があまり良くなかったの
で、高いところを飛んでいる個体が多くなかなか捕まらなかったのですが、３グループで１１頭にマー
クして放すことが出来ましたので、移動ルートの解明の手がかりとなる再捕獲の知らせがあるといい
なと思います。捕まらなかった人もマークしたり放したりで、実物のアサギマダラに触れるとともに、
全員で目的の移動ルート解明に協力できたと思います。
　次回は、晴天の下、思う存分捕まえて、もっとたくさんのアサギマダラに夢をのせて放せたらいいなと思いました。
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流
石 

千
賀
子

倉
本
　
勝
子
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少
子
化
対
策
を
考
え
る
う
え
で
、
結
婚
、
出
産
後
に
必
要
と
な
る
の
が
、
夫
婦
が
働
き

な
が
ら
、
子
育
て
で
き
る
環
境
で
す
。
夫
婦
共
働
き
の
収
入
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
生
活

を
維
持
す
る
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
共
働
き
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
、
就
労
の
場

の
確
保
と
就
労
を
可
能
に
す
る
子
育
て
環
境
整

備
（
保
育
施
設
の
確
保
等
）
に
関
し
て
は
問
題

が
多
く
、
妊
娠
中
の
女
性
た
ち
は
簡
単
に
共
働

き
を
選
択
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
①
出
産
後
、
に
戻
り
た
く
な
る
よ
う
な
仕

事
が
で
き
る
職
場
環
境
②
子
育
て
を
し
な
が
ら

働
く
事
が
で
き
る
職
場
環
境
③
出
産
後
に
働
く
事
を
応
援
す
る
家
庭
環
境
、
特
に
夫
の
家

事
・
育
児
の
協
力
④
出
産
後
に
働
く
事
と
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
環
境
⑤
家
庭
だ
け

で
、
育
て
る
よ
り
も
、
子
ど
も
が
豊
か
に
育
つ
保
育
等
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
た
経
済

的
条
件
や
自
ら
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
な
が
ら
、
出
産
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
将
来
の

経
済
的
な
安
定
と
親
自
身
の
自
己
実
現
を
具
体
化
す
る
に

は
、
共
働
き
は
重
要
な
選
択
肢
だ
が
、
時
間
的
な
制
約
は

大
き
い
。
共
働
き
を
選
択
す
る
夫
婦
を
応
援
す
る
職
場
、
家

庭
、
地
域
の
役
割
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。

　
と
り
わ
け
重
要
な
の
が
、
子
ど
も
が
持
つ
可
能
性
を
十
分

発
揮
で
き
る
保
育
施
設
、
保
育
環
境
を
備
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
が
、
保
育
を
利
用
し
て
働
く
家
庭
の
増
加
に

つ
な
が
る
。
親
が
自
分
で
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
が

友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
豊
か
な
場
で
育
つ
こ
と
が
、
共
働

き
を
支
え
る
地
域
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
今
で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
全
体
で
子
育
て
を
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
『
仲
間
と
と
も
に
』

　
「
手
話
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
広
報
に
載
っ
た
手
話
入
門
の
講
座
を
受
け
た
の
が
手
話
と

の
出
会
い
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ろ
う
者
に
会
う
機
会
も
な
く
手
話
も
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
講
座
終
了
後
、
「
サ
ー
ク
ル
ふ
じ
ざ
く
ら
」
に
入
り
，
15
名
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー

と
い
っ
し
ょ
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
福
祉
講
和
、
高
校
の
福
祉
授
業
で
の
お

手
伝
い
、
ま
た
障
害
者
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
簡
単
な
手
話
を
教
え
た
り
、
手
話
で

歌
を
歌
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
富
士
河
口
湖
町
に
は
「
木
の
花
の
咲

く
こ
ろ
に
」
と
い
う
四
季
折
々
の
河
口
湖

と
、
こ
こ
に
暮
ら
す
私
た
ち
を
歌
っ
た
素
敵

な
町
の
歌
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
時
報

の
時
に
流
れ
る
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
手
話
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、
町
歌
の
普
及
の
た
め
に
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
出
向
い
て
い
ま
す
。
手
話
は
難
し

と
、
お
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
手
話
を
見
て
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
か
な
と
思
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
常
の
会

話
は
手
話
で
話
せ
る
の
で
、
少
し
で
も
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
方
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
の

思
い
で
す
。
手
話
は
覚
え
て
は
忘
れ
・
・
ま

た
覚
え
て
の
繰
り
返
し
で
す
。
週
に
一
度
、

ろ
う
者
を
先
生
に
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

続
け
る
こ
と
が
、
大
事
だ
と
言
い
聞
か
せ
な

が
ら
・
・
・
・

「
少
子
化
対
策
に
何
が
必
要
か
」

　
　
　
　
　
　
　
森
田
明
美(

東
洋
大
学
教
授)

に
学
ぶ

「
手
話
サ
ー
ク
ル
ふ
じ
ざ
く
ら
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

女
連
協
だ
よ
り

男女共同参画推進委員会だよりふじサンサン
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今
年
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
通
常
募
金
が
10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
と
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
社
会
課
題
解
決

の
手
段
で
あ
る
「
テ
ー
マ
募
金
」
が
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。住
民
相
互
の
た
す
け
あ
い
に

支
え
ら
れ
た
こ
の
運
動
も
、今
年
で
第
70
回
と
な
り
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
共
同
募
金
会
で
は
、
今
年
度
の
目
標
額
で
あ

る
五
百
一
万
一
千
円
達
成
に
向
け
て
募
金
活
動
を
展
開
し
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
山
梨
県
共
同
募
金
会
か
ら
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
配
分
金
は
、
地
域
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

に
８
．７
％
、「
小
地
域
福
祉
活
動
」の
活
動
費
に
９
．６
％
、
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業
に
４
．
１

％
、
み
ん
な
で
地
域
を
良
く
す
る
事

業
に
５
．５
％
、
高
齢
者
の
敬
老
祝
い

品
贈
呈
事
業
４
．８
％
、
車
輌
購
入
事

業
に
４
１
．２
％
、
準
要
保
護
世
帯
生

活
保
護
世
帯
等
へ
の
歳
末
慰
問
金
に

１
６
．１
％
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
「
敬
老
祝
い
品
贈
呈
事
業
」
の
対
象
者
数

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
１
０
０
歳
以
上…
…
…

15
人

　
95
歳
以
上…
…
…
…
…

94
人

　
米
寿（
満
88
歳
）…

…
…

１
２
５
人

　
喜
寿（
満
77
歳
）…

…
…

２
０
０
人

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
共
同
募
金

の
一
部
が
、
災
害
等
準
備
金
に
充
て
ら
れ
大
災
害
に
も
備
え
て

い
ま
す
。

　
平
成
28
年
８
月
30
日
に
岩
手
県
太
平
洋
沿
岸
部
に
上
陸
し
た

台
風
10
号
に
よ
り
、
岩
手
県
内
で
は
岩
泉
町
を
は
じ
め
５
市
４

町
３
村
で
死
傷
者
等
の
人
的
被
害
や
、
家
屋
の
流
失
、
床
上
浸
水

・
床
下
浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
岩
手
県
共
同
募
金
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
義
援
金
の
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
10
月
31
日（
月
）ま
で

＊
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
口
座
番
号
　
０
０
１
３
０-

２-

３
８
７
４
９
７

　
口
座
名
義
　
岩
手
県
共
同
募
金
会

　
　
　
　
　
　
台
風
10
号
大
雨
災
害
義
援
金

　
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　
勝
山
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年

「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
一
環
と
し
て

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
９
月
５
日
早
朝
か
ら
、
ク

ラ
ブ
員
約
１
２
０
名
が
参
加
し
、

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ―

周
辺
の

清
掃
に
加
え
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
か
ら
勝
山
入
口
バ
イ
パ
ス

ま
で
の
中
央
通
り
歩
道
約
２
㎞
の

草
取
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
平
成
28
年
度
か
ら
全
国
一
斉
に
期
間
拡
大

　
　
　
　
　  
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

平
成
28
年
台
風

　
　
大
雨
等
災
害
義
援
金
募
集
中

勝
山
老
人
ク
ラ
ブ

　
　「
社
会
奉
仕
の
日
」の
清
掃
場
所
を
拡
大

受
付
期
間

義
援
金
受
入
口
座

いきいき百歳体操体験説明会 開催のお知らせ
　今年度、富士河口湖町は国のいきいき百歳体操モデル市町村の選定を受けました。
この「いきいき百歳体操」は全国で注目され、多くの市町村で取り入れられています。
　今回、国のアドバイザーを講師に招き、体操の方法や効果、先進地での取り組みなどの講演会と、
実際に体操を体験していただく、体験説明会を開催します。
　この機会にぜひ、ご参加ください。

開催日：10月13日（木）
場所・時間：①旧精進小学校体育館　　午前10時～11時30分
　　　　　 ②町民体育館　　午後２時～４時
講　師：兵庫県洲本市　理学療法士　畑山浩志氏
内　容：いきいき百歳体操の効果と説明、体操の体験
申込方法：健康増進課　在宅介護係（地域包括支援センター）に
　　　　  電話でお申し込みください。
申込期限：平成28年10月11日（火）

健康増進課　TEL 72－6037、地域包括支援センター　TEL 72－1999

……………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………
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予防接種の制度が変わります！！

　これまで任意接種となっていましたＢ型肝炎ワクチン接種は、平成２８年１０月１日から予防接種法に基づく定
期接種になります。対象者は平成２８年４月１日以降生まれのお子さんで、１歳の誕生日の前日までに３回接種して
いただくことになります。定期接種対象者の方は母子手帳を持参し健康増進課までお越しください。母子手帳で接
種歴を確認し予診票を交付しますので、必ず町で交付する予診票を使用し接種してください。

◎１歳の誕生日の前日までに３回接種をするためには約半年かかるため、平成２８年４月、５月生まれの方は接種スケジュールに
　注意してください。

１０月１日からＢ型肝炎ワクチンが定期接種になります

　６月から子ども医療費の窓口無料化を高校生まで拡大したこと、また、学校などの集団生活での感染予防、感染
による重症化予防を目的とし、今年度より新たに、高校生の方には1回の助成、中学生以下の方には2回目の接種へ
助成を開始します。富士北麓地域の医療機関で助成が受けられます。重症化予防のため、この機会に接種を受けま
しょう！

※流行シーズンに間に合うように、12月中旬までに接種することをおすすめします。

接種期間：１０月１日から来年2月28日まで

インフルエンザ予防接種費用を高校生に1回、中学生以下に２回助成します

65歳以上の方
生活保護世帯の65歳以上の方
0歳から中学3年生までの方
高校生相当の方

2回目

●1,500円

定期接種
定期接種
任意接種
任意接種

新

1回目
2,500円
全額助成
2,500円

●2,500円新

対象者 接種区分
助成額

【インフルエンザ予防接種の助成内容】

生後直後から１歳の誕生日の
前日までの間にある者

※ただし、平成28年４月１日
　以降に生まれた者に限る。

生後２月に至ったときから
生後９月に至るまでの期間
・４週(２７日)以上の間隔を
　おいてく２回皮下に注射。
・1回目の注射から２０週
（１３９日）以上の間隔をお
　いて、１回皮下に注射。

○生後直後から今までに、Ｂ型肝炎の
　母子感染予防として、Ｂ型肝炎ワク
　チンの予防接種を１度でも受けたこ
　とのある者は対象外です
○任意接種として既にＢ型肝炎ワクチ
　ンの接種を受けたことがある者は既
　に接種した回数分の接種を受けた者
　とみなします

対象年齢 標準的な接種期間・方法 接種回数 その他

３回

・接種料金は医療機関によって異なります。予約の際に接種料金を確認しましょう。
・65歳以上の方は接種する医療機関に必ず町からお届けした水色の予診票を使用してください。
・高校生以下の方は、医療機関に専用予診票が設置してあります。
・接種金額から助成額を差し引いた金額を自己負担額としてお支払いください。
・富士北麓地域以外で接種された場合は償還払いとなります。

注意点

詳しくは健康増進課まで　TEL 0555-72-6037

※13才以上中学3年生までは基礎疾患等により2回目の接種が必要と医師が認めた場合に助成します。

※
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　爽やかな秋風が吹くスポーツに適した季節になりました。今年も「もみじマーチ」と併せて「健康のまちづくり
ウォーキング大会」を実施致します。運動習慣づくりのきっかけに是非参加してみてはいかがでしょう。
　5㎞・10㎞・20㎞・30㎞コースとも自由に選択できます。（※全コースとも町民の方の参加費は無料です）

コース
30km
20km
5･10km

受付開始
7:30～
8:00～
8:30～

出発式
8:15
8:45
9:15

コース
30km
20km
5･10km

受付開始
7:00～
7:00～
8:30～

出発式
7:15
7:15
9:15

10月15日（土） 10月16日（日）

■日　　時　平成28年10月15日（土）・16日（日）（雨天決行）

出発式後スタートします
■受付場所　富士河口湖町役場前駐車場「健康のまちづくりウォーキング」受付テント
　　　　　　（スタート・ゴールは富士河口湖町役場です。）
■持 ち 物　飲物、雨具、副食、健康保険証（写）等
※参加者は万全な健康管理のもとに参加して下さい
●問い合わせ先　健康増進課　℡72－6037／町民体育館　℡73－1220

へ参加しましょう

「健康のまちづくりウォーキング大会」
第25回

乳がん検診を受けましょう！
１０月は乳がん月間（ピンクリボンキャンペーン）です

　乳がんは乳房に固いしこりを作る病気です。しこりを感じなくても、乳頭から血液が出
てみつかることもあります。乳がんを小さいうちに見つけると、治る可能性が高くなりま
すが、進行するとリンパ節や骨、肺など、乳房以外の臓器に転移することもあります。

　乳がんは女性に一番多いがんで、４０～５０歳代をピークに発症が増加しています。日本女性の１２人に１人は、
乳がんにかかる危険があります。

乳がんとは？

予防するには？

　治療は乳房を全部もしくは部分的にとる手術、放射線療法、抗がん
剤の治療を、がんの状態に応じて組み合わせて行います。

治 療 は ？

　乳房専用のＸ線撮影です。板状のプレートで乳房を挟んで圧迫し、うすく引き伸ばして
撮影します。しこりになる前の石灰化した微細な乳がんを発見することができます。

検 査 方 法 ①マンモグラフィー検査

　乳房の表面から超音波を発生する器械をあてて、超音波の反射の様子を画像で確認する検査で
す。しこりの内部構造の鑑別がしやすく、乳腺の密な若い人の診断にも使うことができます。

②乳腺エコー検査

早期発見・早期治療が大切です。

①手術　②放射線療法
③抗がん剤など

※その他の日程をご希望される場合は健康増進課までお問い合わせください。

日　　　時／１１月２４日(木)　13:30～15:30　
場　　　所／勝山ふれあいセンター
自己負担金／５００円　
申 込 み 先／健康増進課　７２－６０３７

乳がん検診を
受けましょう
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『理解促進研修・啓発事業』
健康科学大学　健康科学部　福祉心理学科　古川　奨

今回の特集は、「ピア」の力です。
　８月号から統合失調症の症状や、関連する家族支援について特集を行ってきました。今月号では、精神疾患を抱
えた方同士のかかわりが生む力「ピアの力」について特集していきます。「ピサポーター」、「ピアスタッフ」、「ピア
カウンセラー」等と呼ばれる、同じ精神疾患の体験者だからこそできるかかわり、サポートがあります。

ピアとは

ピアの力

ピアサポート・ピアカウンセリング

ピアサポーター

ピアサポーターの普及に向けて

「ピア」とは、「仲間」を指す言葉です。ですが、「ピア」が

示す「仲間」は、いつも皆さんの隣にいる友人とは少し違

う点があります。「ピア」が意味する「仲間」は、同じ悩み

や辛さを抱え、精神疾患などの経験を持つ「仲間」のこと

です。

「ピアの力」が多くの方に有用であることから、厚生労働

省は、障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業のメ

ニューに「ピアサポート」や「ピアカウンセリング」を具体

的な事業内容の一つとして取り上げ普及を推し進めてい

ます。同じ経験を持つ「仲間」とのかかわりは、自分の先

行く姿を見ることにつながります。様々な気づきをもらい、

自信を得るきっかけとなり、自分らしく生きる力をもたらし

てくれます。

「ピアサポート」は、市町村の自発的活動支援事業の取

り組むべき事業の１つとして取り上げられています。同じ

辛さや生きにくさを体験する障害者やその家族が互いの

悩みを共有すること、対等な関係性の仲間が支え合い交

流会活動を通して情報交換を行っていきます。「ピアカウ

ンセリング」とは、障害者相談支援事業の一つとして取り

上げられ、医療スタッフ、福祉の専門家、家族にも話しにく

い不安や悩みについて、同じ経験や障害をもつ方が本人

から相談を受けサポートをしていく活動のことです。

統合失調者をはじめとする精神疾患を抱える方々は、通

院だけではなく、病状によっては入院が必要となることが

あります。入院生活が長びくと退院に対する不安、退院後

の生活に対しての不安等を抱えてしまい、退院への一歩

を踏み出せないことがあります。そこで富士・東部圏域に

おいても「ピア」についての取り組みを重要視し始めまし

た。同じ精神疾患の経験を持ちピアサポートを行う方は

ピアサポーターと呼ばれ、入院を続けている方に安心し

て退院できるように、自分たちが退院してからの生活の様

子、自分が現在使っているサービス等について丁寧に伝

え、先行く仲間としての頼もしい姿を見せていきます。同

じ経験を持つ仲間だからこそできるかかわりであり、退院

に向けた勇気ある一歩を踏み出すための支えとなってい

ます。また、退院してからの心強い仲間にもなっています。

昨年度から健康科学大学の学生が、入院をされている方

の「退院をしたい」、「地域で暮らしたい」といった思いを

大切にサポートするために、富士・東部圏域精神障害者

地域移行支援事業に協力してピアサポートの取り組みを

まとめたDVDの作成をしました。多くのピアサポーターさ

んや関係施設の方々が中心となりながら、健康科学大学

の学生は、福祉心理学科4年生の秋津さん、糸井さん、小

野崎さん、志村さん、古屋さん、守屋さんがDVDの内容に

ついて企画し、原稿作成を行いました。また、秋津さんは

ピアサポーターさんへのインタビューを行い、3年生の宮

下さんがナレーションを行いDVDの作成にかかわらせて

いただきました。現在、病院等で上映されております。

　ＤＶＤの作成を終えて、精神障害者の生活支援や専門職（精神保健福祉士）

の養成を専門としている齊藤晋治学科長より一言いただきました。

　退院を促進していくためには、専門家がおし進める力だけではなく、ピアサ

ポーターによるひき出す力が大切になります。社会貢献として今回の事業に学

生がかかわらせていただくことで、学生の時からピアサポーターや関係者の声

を直接聞かせていただく良い機会となりました。この経験を忘れず、学生が専

門家として育ち、富士河口湖町の精神保健福祉をより一層推進していくことを

願っています。
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～富士河口湖在宅医療推進協議会から～
訪問看護をご存知ですか？

訪問看護を利用する流れと制度について

かかりつけ医に相談し訪問看護指示書の交付を受ける

非該当（介護保険サービス
   は利用できない）

要支援１
要支援２

要介護１
要介護２
要介護3
要介護4
要介護5

要介護認定

利
用
者

審
査
判
定

認定

地域包括
支援センター

居宅介護
支援事業所

介護保険で利用

利用者の直接申込も可能

指示・報告・連絡

医療保険で利用

連携

訪問看護
ステーション

 
かかりつけ

医師

①要支援・要介護者のうち
　・悪性腫瘍の末期
　・厚生労働大臣が定める疾病
　・急性憎悪により特別指示がある場合
②要支援・要介護に該当しない方
③４０歳までの療養者

医療保険で支給

　専門の看護師等が利用者様のご家庭を訪問し、病状や療養生活を看護の専門家の目で見守り、適切な判断に
基づいたケアとアドバイスで、24時間365日対応し、在宅での療養生活が送れるように支援します。

80歳代　男性　胆のうがん　（終末期）　　要介護度2
　夫婦二人暮らし、食事が食べられず24時間点滴をしていて、痛みの為定期的に痛み止めを飲
んでいる。歩行はできるが、ふらつきトイレに行くのが大変だった。点滴のため入浴もできない
状態で介護への不安があった。訪問看護は病名から医療保険を利用する事になるため、妻の負
担軽減のためベット等の福祉用具、ヘルパー、訪問入浴を介護保険で利用することとなる。訪
問看護師は状態観察、点滴の管理、痛みのコントロールを医師と連絡取りながら行った。
　介護保険でヘルパーは排泄介助、清拭を行った。訪問入浴は家での入浴、状態観察を行った。
各サービスの担当者が利用者の状態を連絡しあいながら家での生活を送ることができた。

80歳代　女性　脳こうそく後遺症　　要介護度3
　活動量の低下により、ベットで過ごすことが多くなり、排便がスムーズに出ないため、緩下剤
を多く服用していた。腹部膨満あり内服での調整が上手く出来ず、便のため外出を控えることも
あった。
　看護師がリハビリを行うとともに、内服の調整、定期的な浣腸、便だしにより排便コントロー
ルができ食事、排泄の循環が整い腹部膨満の訴えがなくなり、リハビリが定期的に行えるよう
になったため、運動機能が向上し、トイレ移動が出来るようになった為、デイサービスを利用す
る事ができるようになった。

◇訪問看護の利用が必要な場合、訪問看護ステーションに連絡してください。
　療養者の年齢、疾患名、心身の状態により、どの保険を利用するかお話しします。
◇要介護認定を受けている療養者の場合は、介護支援専門員または地域包括支援センターにより作成された「居
　宅サービス計画書」により介護保険サービスとして訪問看護の利用が出来ます。
◇要介護認定を受けている療養者でも、難病や悪性腫瘍の末期など厚生労働大臣が定めた疾患の場合は、訪問
　看護は医療保険の制度を利用することになります。要介護認定を受けていない場合や、要介護認定を受ける対
　象以外の場合も、医療保険で訪問することができます。

訪問看護導入例

公益社団法人
山梨県看護協会

富士北麓
訪問看護ステーション
0555-22-8852

訪問看護
リハビリテーション

かみよし
0555-73-8800

訪問看護についての
お問い合わせは
下記の訪問看護

ステーションまで・・・・

①

②

③
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就学時健康診断のお知らせ
教育委員会では、平成２９年４月１日に小学校に入学する児童を対象とした就学時健康診断を次のとおり実施します。

対象児童については、１０月上旬に書類等を郵送します。
書類が届いていない・就学校を変更したい・健診日に都合が悪い等のご相談につきましては、教育委員会学校教育課
（７２－６０５２）までご連絡下さい。

平成２２年４月２日から平成２３年４月１日の間に生まれた児童

中央公民館

●小学校入学通知書　●母子手帳　●印鑑　●保健調査票　●健康診断票

対象となる児童

日　時

場　所

当日持参するもの

船津小学校（女子）

船津小学校（男子）

西浜小学校

大嵐小学校

午後１時１５分～午後１時３０分

午後１時３０分～午後１時４５分

午後１時４５分～午後２時００分

平成２８年１０月１８日（火）
健診開始　午後１時３０分

入学予定の小学校 受　付　時　間
小立小学校

勝山小学校

富士豊茂小学校

大石小学校

河口小学校

午後１時１５分～午後１時３０分

午後１時４５分～午後２時００分

午後１時３０分～午後１時４５分

平成２８年１０月１９日（水）
健診開始　午後１時３０分

入学予定の小学校 受　付　時　間

第8回目「三つ峠～開運山」　～三つ峠・大幡八丁峠・御巣鷹山・開運山～
■日　時　１１月１３日(日)　AM 7時45分　富士河口湖町役場前駐車場集合
　　　　　小雨決行（雨天問合せ：090-8802-6120　井出） （実質歩行時間：約４時間３０分）
■コース　役場前駐車場出発：三つ峠入口～大幡八丁峠～御巣鷹山～開運山～三つ峠入口
■持ち物　お弁当、水筒、雨具、非常食（行動食含む）、絆創膏、薬、その他必要と思われるもの、歩きやすい
　　　　　履きなれた靴(できればトレッキング用シューズ）
■参加費　１０００円／１人　（バス代、保険代など）
■募　集　定員20名　　■対　象　小学生高学年以上（ただし小学生は大人同伴）
●申込・問合先　町役場政策財政課　岡村・後藤　℡72‐1129
今後の予定…1２/1１ 木無山・霜山　※変更する場合もございますので、広報誌等でご確認ください。

まちづくりワークショップ「御坂山塊縦走計画」
　「御坂山塊縦走計画」と題して本栖湖から河口湖畔までのルートを9回に分けて実施している登山です。
第８回目は下記のとおり実施いたしますので、皆様ふるってのご参加お待ちしております。

～災害を体験した方のエピソード～ 「一日前プロジェクト」

内閣府「一日前プロジェクト」　http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/　総務課防災係　℡７２－１１１２

―平成19年能登半島地震（平成19年3月）―　（穴水市 60代 女性）『息子の忠告聞き流す』　
　うちは畳の上にジュウタンを敷いていて、置いていた家具が全部倒れてしまいました。

板の間に比べると畳は少しフワフワしているから、よけい倒れやすかったようです。

　正直、地震なんて１０００分の１も思っていませんでした。自分のところには地震は来な

いと思っていたので、阪神・淡路大震災の神戸の人たちを気の毒やなあと思っていただ

けでした。整理ダンスの上とかに書類を入れたカラーボックスをいくつものせていて、息

子から「地震がきたら全部落ちるぞ」と言われていたのに。

　地域でいろいろ活動してきたけれど「今まで口先だけやったなあ」と反省しました。防

火のために風呂場の水を捨てないでおくとかはやっていましたが、家具は固定しておか

なければならなかったんです。



11月1日（火）～3日（祝・木）

皆様のご来場を
　　　　お待ちしております。

一般の部

美術の部
写真の部

書道の部

工芸の部
拓本・写経の部
華道の部
芸能の部

題は自由、一人１点、１０号以内（額装に限る）

題は自由、一人１点、４つ切り以上全紙まで

書体は自由、一人１点、半紙以下、表装又は仮巻きのこと

陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色１人１点

題は自由、一人１点

生花、投入花、盛花、一人１点

芸能一般

題は自由、短歌、俳句、川柳は１人２首（句）以内

随筆、詩は原稿用紙２枚程度で１人１篇
文芸の部

部　門 募 集 内 容 等

募 集 内 容 等部　門

園児・児童・生徒の部　学校・保育所等を通じて募集します。

搬入・締切

美術の部 題は自由、八つ切り、縦横自由、画材自由（小中学生は額縁なし、平面に限る）

書道の部 小学生は楷書（１、２年生は硬質）、中学生は行書、一人１点、半紙縦書き。

作品に学校名、学年、氏名を記入。

１０月７日（金）午後１時から４時まで中央公民館へお持ちください。

１０月２１日（金）午前１０時から午後４時まで勝山ふれあいセンター

搬　出 １１月４日（金）午前９時から正午までに

文芸の部

その他の部門

ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、木目込人形、パッチワーク等、

一人１点
手芸の部

記念式典　午前９時
記念講演　午前１０時４０分
　　　　　講師　山梨県考古学協会　委員長　新津　健 氏
　　　　　演題　『富士大山たちまち暴火あり』 
　　　　　　　　　　　　　　　～貞観６年噴火がもたらしたもの～
展示発表　午前９時から午後４時
芸能発表　正午～
お 茶 席　午前１１時～ 午後４時（受付は午後３時まで）
　　　　　第１席　茶　室　　　薄茶席　席主　表千家　小佐野 宗石 先生
　　　　　第２席　２階大広間　立礼席　席主　裏千家　松浦 宗雅 先生
憩いの広場　午前１１時～完売まで

第1３回

出展作品
大募集
出展作品
大募集

文化の日
（11月3日）の
主な日程
場所

勝山ふれあいセンター

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

…………………………………

富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報31



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報 32

≪詳細お問合せ先≫　西湖いやしの里根場総合案内所
3月～11月　午前9時～午後5時　無休

12月～２月　午前9時30分～午後4時30分　水曜日定休日
TEL；0555-20-4677　URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。
その際、免許証などご住所の確認できるものをご提示下さい。

八丁目会 10月のおススメ！

地域に根差して…
根場地区の第８番目の“組”です！

からのお知らせからのお知らせからのお知らせ

陶と香のかやぬま

紙屋　逆手山房

大石紬と布の館

土あそび富士炉漫窯

ちりめん細工・つるし飾り

手延ばしの皿に富士山を描いてみませんか

読書の秋！和紙しおり色々。

秋色風呂敷にお弁当を包んで粋におでかけ！

コースターに秋の色付体験。

十五夜飾りとタペストリーがあります。

おもいで屋

食事処　里山

石挽き手打ちそば松扇

匠や

秋の味覚満載の季節膳をどうぞ

秋先取りきのこそば！

陶器とランプ、木工とガラス絵が楽しい！

匠や　企画展 見晴らし屋　企画展『ぐい飲みを作ろう！』

着付ボランティアスタッフ募集！

ガラスのランプと
陶器のうつわ展

秋イベント秋イベント秋イベント秋イベント

日　程；10月9日（日）、10月１6日（日）
　　　　午前１０時、午後1時

※どちらか都合の良い日をご予約下さい。（要予約）

料　金；町民特別価格 １，０００円
時　間；約30分～60分
大きさ；100グラムの粘土
予　約；土あそび富士炉漫窯(前田)
 　　　 ℡ 080-5024-5735

西湖いやしの里根場
総合案内所

0555-20-4677
お問合せ時間
9:00～16:00

の
10月16日（日）１０時から１５時まで　古代米餅つき　きのこ汁ほか

季節限定月の雫　
生ぶどうの実に白砂糖の衣をかけた山梨名産の果実菓子

10月16日（日）、30日（日）、１１月６日（日）、２０日（日） 各日10時、14時
　　　　　　　　　　※天候により中止になることがございます。

作品は乾燥・素焼き・本焼き後、およそ１ヶ月でお送りいたします。
(送料着払い)

七尾裕子・佐々木好正
による

おばあちゃんの
知恵袋

地元グループ『みずうみ』
による

木とガラス絵の世界

花嶋忍・花嶋美代子
による

現在開催中～
１０月１６日（日）

現在開催中～
～１０月１０日（月）

第七回
世界和紙展
１０月１２日（水）
～１１月６日（日）

１０月１８日（火）
～１１月８日（火）

着物や鎧などの着付けを手伝っていただける方を
募集致しております。

詳細についてはお問合せください。

山梨の郷土料理
『ほうとう』を中心とした
お食事・甘味のお店です。

ぜひご利用ください。

和膳屋　彩雲
10月15日㈯オープン

収　穫　祭
古代米餅つき



The Kawaguchiko Stellar Theater. The october issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The october issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The october issue.

河口湖
ステラシアター通信

10月号

♪ 河口湖円形ホール公演情報 ♪

このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ７２－５５８８までどうぞ

&
♪自然の香りが響きわたる♪

河口湖円形ホール河口湖円形ホール河口湖円形ホール
♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

ピアノトリオ・ウィーン

トーマス・ヴィンクラット
ヴァイオリンリサイタル

～フォゥグ・浦田陽子とウィーンの仲間たち～

ピアノ：レナタ・リチノヴァスカ

元ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

好評発売中!!

好評発売中!!

ウィーンの香り 2016 2016年10月30日(日)　開場/16:00　開演/16:30

世界の音楽めぐり2016「チェコ」 2016年12月10日(土)　開場/15:30　開演/16:00

[出　演] フォゥグ・浦田陽子/ピアノ
　　　 　レミー・バロー/ヴァイオリン、ヨァゲン・フォゥグ/チェロ
[ゲスト] ニーナ・フォゥグ/女優、パフォーマンス
(本年、スペイン、マドリットSF映画フェスティバルで、最優秀主演女優賞を受賞)

[曲　目]
モーツァルト：ピアノ三重奏曲 第4番 変ロ長調 KV502
ベートーヴェン：ピアノ三重奏曲 第5番 ニ長調「幽霊」 op.70-1　他

[料　金] 全席自由　一般3,５00円 / 町民・会員３,1００円　
　　　　　　　　  高校生以下１,５００円 / 町民・会員１,３００円

※都合により曲目の一部が変更になる場合があります。予めご了承下さい。

※未就学児童の入場はご遠慮願います。
※1ドリンク・お菓子付き。

これまで音楽通じて日本とヨーロッパの橋渡しをしてきたピア
ニスト、フォゥグ・浦田陽子は、３０年を超えるアンサンブルで
の来日公演の中で、夫であるウィーン・フィルハーモニー管弦楽
団チェリスト、ヨァゲン・フォゥグと共に、世界の音楽界をリー
ドする最高質の演奏家を日本国内に紹介することに努めてき
た。ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団メンバーとのアンサン
ブルの組み合わせは格別で、今回はヴァイオリニスト、レミー・
バローとどんな演奏が繰り広げられるか、どうぞお楽しみに。

[出演] トーマス・ヴィンクラット/ヴァイオリン
　　　 レナタ・リチノヴァスカ/ピアノ
[曲目] 
ベートーヴェン：ヴァイオリンソナタ 第10番 ト長調
サン＝サーンス：序奏とロンド・カプリッチョーソ　他

[料金] 全席自由　一般3,５００円 / 町民・会員３,１００円
　　　　　　　　高校生以下１,５００円 / 町民・会員１,３００円

※都合により曲目の一部が変更になる場合があります。予めご了承下さい。

※未就学児童の入場はご遠慮願います。
※1ドリンク・お菓子付き。

スメタナ、ドボルジャークなど世界の巨匠を輩出したチェコ。元ウ

ィーンフィルメンバーで、現在は出身地であるチェコやウィーンを中

心にヨーロッパ全域で演奏活動を行うトーマス・ヴィンクラット

が、河口湖での演奏のためだけに来日して、今年で９回目となる。

今年はどんな魅力を感じさせてくれるのか必見！チェコの大地が育

んだ感性から奏でられる名曲の数々をお楽しみください。
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アンケートにご協力ください
Q1 町からの情報の入手方法は？

Q3 広報誌は…

広報誌 ・ ＣＡＴＶ ・ 町公式ホームページ ・ フェイスブック ・ メルマガ・ 
回覧・公民館などの掲示やチラシ・ その他（　　　　　　　　）

Q2 広報誌の入手方法は？
自治会配布 ・ 銀行やコンビニ等 ・ 町役場や出張所 ・ 
その他（　　　　　　　　）

すべて読んでいる ・ 関心のある分野のみ ・ 読んでいない

Q4 広報誌の情報量は　多い ・ ちょうどよい ・ 少ない

Q5 今月号の広報誌で必要ないと感じた記事とその理由

Q6 今月号の広報誌で役に立った記事とその理由

Q7 こんな面白い人がいる、取り上げてほしいことがあるなどの情報や、
広報誌に関するご意見、要望などご自由にお書きください

アンケートの答え・年齢・性別・地区（プレ
ゼントを希望の場合は住所と名前必須）
を明記し、点線で切り取り、はがきに張り
付けるか、メールで下記連絡先の政策財
政課までお送りください。
いただいた情報は厳重に管理し、目的以
外には使用いたしません。

〒401-0392　
山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700
　富士河口湖町役場
  　　政策財政課　広報担当　渡辺宛
e-mail:seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

回答方法

アンケート回答先

………………………………………

お答えいただいた方の中から、
抽選で10名様に

を差し上げます。

特製ふじぴょんランタン
（富士らんたん）

※当選者は発送をもって
　　かえさせていただきます。
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10月12日㊌・26日㊌今月の相談日 時間:午後1時30分～／午後2時30分～　　場所:中央公民館  第2会議室

問合せ・申込み先　生涯学習課 【７２－6053】育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。相談は予約制（無料）です。

お
め
で
た
・
お
く
や
み
8/１５
▼
9/１４

●生活困窮者・母子世帯等の就業相談について●

●女性なんでも相談のお知らせ（毎月第２･第４水曜日）●

　町では、毎月５日（５日が休日の場合はその前の平日）にハローワークが出張しての就業相談を実施して

います。次回は１１月４日（金）朝１０時から１１時半に町役場１階１０２会議室で実施します。対象者は、

生活保護受給者・生活困窮者・母子世帯となっておりますので、希望する方はお気軽にご相談ください。
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●町民福祉館ふじやま　 午前10時～12時　  　 ●足和田出張所　 午後1時～3時
10月20日㈭

●町民福祉館ふじやま　 午前10時～午後2時
●勝山出張所　 午後  1時～ 4時

　 ●足和田出張所　　 午後1時～4時
　 ●上九一色出張所　 午後1時～4時実施日

弁護士相談

行政相談
心配ごと相談

●相談は予約制です● ※相談日の４日前までに政策財政課  ℡ 72-1129まで連絡してください。
　相談は、1人20分間です。

富士吉田商工会議所3階

月～金曜日（祝日を除く） 午前９時～午後５時
多重債務相談　消費者問題相談 ほか

消費者問題のお悩みは

相談専用ダイヤル ℡0555－22－1577
富士吉田市消費生活センターへ

渡辺久美子 72－2849　 　 堀内 　洽　83－2304　　　 渡辺 秀樹　82－2424　 　 渡辺袈裟司　87－2316町の行政相談委員さん

http://www.kenkoudai.ac.jp
『健康大ブログ』好評発信中！

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

℡055－253－2376

山梨県司法書士会総合相談センターの
司法書士無料相談（予約制）

毎月第４火曜日　午後１時～４時　　富士山駅ビル(Ｑ－ＳＴＡ) 地下１階
予約受付　月～金曜（祝日除く）　　午前９時～午後５時
　相続・遺言・成年後見・登記に関する相談、家・土地に関する相談　
　会社に関する相談、借金・日常生活のトラブルに関する相談 ほか

　　26,528人
(－3)

 13,004人
(－9)

 13,524人
　(＋6)

 10,104　
(＋6)
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問
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前
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や
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真
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る
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と
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な
る
べ
く
ご
本
人
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来
所
し
て
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だ
さ
い
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富
士
河
口
湖
町
結
婚
相
談
所
で
は
、毎
月
１
回

「
結
婚
相
談
日
」を
設
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※産業会館建て替えのため4/1より移動しました

～公開講座のご案内～
健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします

 もっと知りたい！

健 康 大
 もっと知りたい！

健 康 大

お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）

　８月８日（月）に本学の学生を対象とした平
成２８年度「就職講演会」及び「求人説明会」
を開催しました。
　まず、「就職講演会」では、はじめに都留労
働基準監督署の方に「労働法～働き始める前
に知っておきたいこと～」についての講話をし
て頂き、引き続き、医療法人の役員の方に「医
療法人から見た必要とされる職業人としての
心得」についての講話をしていただきました。
この講演会を機に、学生たちの就職活動に対
する関心がさらに高まったことと思います。
　その後に実施した「求人説明会」では、昨
年度と同規模の１１７施設の病院・福祉施設
をお迎えして、各ブースとも、求人担当者と直
接話ができるまたとない機会となるため、学
生たちは真剣な様子で面談を行い、大盛況と
なりました。
　参加頂きました病院・施設関係者の方、誠
にありがとうございました。

就職講演会・求人説明会を開催しました

※第1回講座は、9月27日に終了しました。 
※第3回・第4回講座については、日時・会場等の詳細が
　決まり次第、ホームページにてお知らせします。

　富士河口湖町と大学コンソーシアムやまな
しとの共催によるコミュニティカレッジ講座
（地域連携講座）「健康にくらす」を下記の
通り開催いたします。ぜひご参加ください。
　なお、事前申し込みは不要です。直接会場
にお越し下さい。

健康科学大学
河口湖キャンパス
B101講義室

足腰の衰えを
感じていませんか？  10/9（日） 

10:00～11:30

理学療法学科助教

髙木 大輔

富士河口湖町
勝山ふれあいセンター

（予定）

暑さ寒さと健康

11月中旬頃
富士河口湖町
町制祭と

同時開催予定

11月中旬頃
富士河口湖町
町制祭と

同時開催予定

福祉心理学科教授

永井 正則

富士河口湖町
勝山ふれあいセンター

（予定）
睡眠と健康

福祉心理学科教授

永井 正則

～フレイル(Frailty)の
　　　予防方法とは～

第2回

第3回

第4回

講　座　名 講　師 日　時 場　所

就職説明会の様子

求人説明会の様子
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☎２３－４４４４ (富士五湖消防本部テレフォンサービス)
☎055-224-4199 (山梨県救急医療情報センター)

「広報富士河口湖」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

24時間対応 休日・夜間の救急医の問い合わせ先

 足和田災害復興５０周年記念事業～表紙の写真～

　今年は「みんなが富士河口湖町を大好きになる！」をテーマに開催します。「私だけが知っている富士河口湖町の素敵
なところ」を書いてご参加ください。素敵なプレゼントと引き換えいたします。

～大好き！ 富士河口湖町～2016

場所：子ども未来創造館前広場・町役場前
日程：11月20日（日）10:00～15：00
内容：富士河口湖マルシェ（町の特産品、名物などの出店）

　　 参加型ステージイベント・職業体験 などなど

お問い合わせ先…富士河口湖町　政策財政課政策調整係 渡辺（72-1129）
　　　　　　　　メール：seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

　町内の色々な場所にイベントお知らせのポ
スターが貼ってあります。
　1か所だけ間違いがありま
す。ポスター内の間違いを見
つけられた方は「間違いの箇
所」と「ポスターを見かけた
場所」を書いて当日集まろう。

 

 

 

 

 

 

-

こんなことで困っていませんか？

野菜を作って
直売所に
出荷したい

野菜を作った
経験が

ないんだけど…

いつ植えて、
どんな管理が

必要?

～みなさまの農業をサポートします～ 「農援隊」を活用してください！！
　山梨県では、県内で農業を行う方々の栽培技術や経営をサ
ポートする「農援隊」を設立しました。農業を専業とする方だ
けでなく、自給的な農家の方、新たに農業を始めた方、県内に
移住して農業を始めたい方などを対象に、基礎的な技術指導
や営農相談など、皆様の状況に合わせてサポートします。
 「困ったな」「どうしよう」と思ったら、まずは富士・東部地域
普及センターにお問い合わせください。

－ お問い合わせ先 －  山梨県富士・東部地域普及センター　TEL：0554-45-7832

　昭和41年9月25日、台風26号の襲来により西湖・根場の両地区が大きな被害を受けました。死者行方不明者94名という多くの
大切な命を奪っていった足和田災害。あの忌まわしき未曾有の大災害から今年で
50年の節目を迎えました。当日は、両地区での慰霊祭、西湖いやしの里での記念碑
除幕式、西浜小学校体育館において記念シンポジウムが行われ、多くの方々が参
加されました。
　それまでは山津波と表現されていましたが、この災害を契機に土石流という用語
が用いられるようになるなど、日本全体の土砂災害対策の原点にもなった災害が
「足和田災害」です。自然豊かな地域は、同時に自然の脅威にも近いと言えます。
一人一人が防災意識をしっかり持つことが自然と共存することだと感じました。
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